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国立国会図書館利用案内

東京本館 〒100-8924 東京都千代田区永田町1－10－1

電話 03 (3581) 2331

利用案内 電話 03 (3506) 3300 (音声サービス)

電話 03 (3506) 3301 (FAXサービス)

関 西 館 〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台8－1－3

電話 0774 (98) 1200 (音声サービス)

利用案内 電話 0774 (98) 1212 (FAXサービス)

ホームページ http://www.ndl.go.jp/

利用できる人 満18歳以上の方

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 日 月曜日から土曜日

休 館 日 日曜日､ 国民の祝日・休日､ 年末年始､ 資料整理休館日 (第３

水曜日)

所 蔵 資 料 当館の所蔵資料は､ 納本､ 購入､ 国際交換､ 寄贈等によって収

集され､ 東京本館､ 関西館､ 国際子ども図書館に分散して配

置されています｡

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書､ 和雑誌､ 洋雑誌 (年刊誌､ モノグラ

フシリーズの一部)､ 和洋の新聞､ 各専門室資料

＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部､ 洋雑誌､ アジア言語

資料・アジア関係資料 (図書､ 雑誌､ 新聞)､ 科学技術関係資料､ 文部科学省

科学研究費補助金研究成果報告書､ 博士論文

東京本館のサービス時間

開 館 時 間 月～金曜日 9:30～19:00 土曜日 9:30～17:00

※ただし､ 音楽・映像資料室､ 憲政資料室､ 古典籍資料室の開室時間は17:00までです｡

資料請求時間 月～金曜日 9:30～18:00 土曜日 9:30～16:00

※ただし､ 音楽・映像資料室､ 人文総合情報室特別コレクション､ 憲政資料室および古

典籍資料室の資料請求時間は16:00までです｡

即 日 複 写 受 付 月～金曜日 10:00～18:00 土曜日 10:00～16:00

後 日 複 写 受 付 月～金曜日 10:00～18:30 土曜日 10:00～16:30

オンライン複写受付 月～金曜日 10:00～17:30 土曜日 10:00～15:30

関西館のサービス時間

開 館 時 間 10:00～18:00 即 日 複 写 受 付 10:00～17:00

資料請求時間 10:00～17:15 後 日 複 写 受 付 10:00～17:45

セルフ複写受付 10:00～17:30 オンライン複写受付 10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください｡
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シャルル・ブラン編『レンブラント作品集』

　今回紹介する『レンブラント作品集』は明治10年（１８７７）９月１日に蜷川式胤

　１８３５―１８８２）が教育博物館（現在の国立科学博物館。当時の蔵書は東京図書館

を経て国立国会図書館が引き継いでいる）に納めたものである。

　蜷川は、正倉院の調査を始め文化財保護にその才を揮うとともに、多くの外国

人との交流を通して日本美術の喧伝につとめ、著書『観古図説』本文の仏語訳を

Notice historique et descriptive sur les arts et industries japonais として刊行

するほどの国際人でもあった。それ故、語学に堪能な蜷川像を思い浮かべてしま

うが、その履歴の中に洋学修業は見えない。識語に記されているのは、該当する

書物の所蔵が確認できない全く別の書名（おそらく Les maitres anciens et 

contemporains と思われる）であるが、果たしてこの取り違えは、なんらかの

意図に基づくものであったのだろうか。

　画家中村彝（１８８８―１９２４）は、友人の彫刻家中原悌二郎（１８８８―１９２１）の追悼

文（「中原悌二郎君を憶ふ」＜東京朝日新聞＞大正１０年（１９２１）１０月４日）に中原

が上野の図書館で「明治初年に和蘭政府から日本へ寄贈されたレンブラントのオ

リジナル・エツチングを、誰れも気づかない中に探し出して、独り有頂天になつ

て模写を」していたと記す。

　上野の図書館にレンブラントがあれば当館に伝わっているはずであるが、レン

ブラント版画が国立国会図書館に蔵されているという話は聞かない。何よりも、

実際にレンブラントがあったとすれば、中原以上に思い入れがあった中村自身

が、それを見ていないことはありえないし、自身の想い出がのこされていてしか

るべきである。それゆえ、中村の一文は一種の伝説として読むほかないのである

が、その源になっているのは、この『レンブラント作品集』ではあるまいか。

　本書は、絵画教育のために模写作品を集めた「模写美術館」を企画したことで

も知られるシャルル・ブランが、生涯に幾度か手がけたレンブラント作品集の一

つで、レンブラント再現に情熱を傾けていた彫版師アマン＝デュランと組んで編

さんした二巻本である。

　版画が原画の写し（コピー）である以上、オリジナルの版画と、それを精確に

写したコピーの差異は、限りなく僅少である。少なくとも明治の美術愛好家たち

は、机上で真近に見ることができるレンブラントとして、この書を手にとり感銘

を受けたことであろう。

　　Blanc, Charles（１８１３―１８８２）

　　L'oeuvre  de Rembrandt, decrit et commente par M. Charles Blanc;　　 

　   catalogue   raisonne  de  toutes   les   estampes  du  maitre  et  de  ses

　　peintures, orne  de bois graves, de quarante eaux-fortes  de Flameng,

　　et de trente-cinq heliogravures d'Amand Durand.

　　Paris: A. Levy, 1873. 2 v. plates, ports. 37cm.

　　＜当館請求記号　３７―２９＞
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は
じ
め
に

二
〇
〇
四
年
一
一
月
、
中
国
国
家
図
書
館
の
訪
日
代
表
団
を
当
館

に
迎
え
第
二
四
回
業
務
交
流
を
行
っ
た
。
こ
の
交
流
は
一
九
八
一
年

に
始
ま
り
、
以
来
、
当
館
と
中
国
国
家
図
書
館
は
毎
年
交
互
に
代
表

団
を
派
遣
し
て
両
館
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
、
意
見
交
換

を
し
、
相
互
理
解
、
友
好
親
善
を
深
め
て
い
る
。
今
回
の
訪
日
代
表

団
の
構
成
は
、
張
彦
博
副
館
長(

団
長)

、
沈
颯
人
事
処
処
長
、
汪
東
波

業
務
処
処
長
、
李
万
健
中
国
図
書
館
学
会
研
究
館
員
、
張
艶
霞
図
書

採
選
編
目
部
副
主
任

(

通
訳)

の
計
五
名
で
あ
っ
た
。

今
回
の
業
務
交
流
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

｢

国
立
図
書
館
に
お
け
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト｣

で
、
近
年
の
情
報
技
術
の
進
展
や
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
図
書
館
に
対
す
る
新
た
な
要
求
に
応
え
る
た
め
、
両

館
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
と
り
あ

げ
た
。
ま
た
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を

｢

人
的
資
源

開
発｣

お
よ
び

｢

業
務
の
評
価
制
度｣

と
し
た
。

今
回
も
第
二
二
回
に
引
き
続

い
て
、
東
京
本
館
、
関
西
館
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
三
施
設

で
行
い
、
東
京
本
館
と
関
西
館

の
間
で
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
。

さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
に
交

わ
し
た

｢

国
立
国
会
図
書
館
と

中
国
国
家
図
書
館
と
の
交
流
・

協
力
意
向
書｣

に
基
づ
き
、
意

向
書
内
容
の
変
更
も
含
め
、
具

体
的
な
協
力
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
今
回
の
交
流
の
総
括
と

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
い
ず
れ

も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
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第
二
四
回
日
中
業
務
交
流
報
告

―
国
立
図
書
館
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―



オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

(

基
調
報
告)

｢

国
立
図
書
館
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト｣

｢

管
理
体
制
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
刷
新
に
よ
る

中
国
国
家
図
書
館
の
現
代
化
・
国
際
化
の
推
進｣

張
彦
博
中
国
国
家
図
書
館
副
館
長

一

基
本
的
状
況

中
国
国
家
図
書
館
は
国
の
総
書
庫
で
あ

り
、
全
国
書
誌
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
情
報

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
。

現
在
の
建
物
の
総
面
積
は
一
七
万
㎡

(

文
津
街
分
館
を
含
む)
で
、
世
界
の
国

立
図
書
館
で
第
四
位
で
あ
る
。
二
〇
〇
三

年
末
現
在
、
所
蔵
し
て
い
る
各
種
文
献
資
源
は
二
、
四
一
二
万
冊

(

件)

で
あ
る
。

現
在
の
正
職
員
は
一
、三
三
七
名
で
あ
る
。

二

歴
史
的
回
顧

中
国
の
図
書
館
は
数
千
年
の
歴
史
を
経
て
い
る
が
、
経
済
の
発
展

と
時
代
の
進
歩
に
つ
れ
て
、
そ
の
管
理
体
制
は
、(

１)

図
書
が
主

と
し
て
皇
帝
と
そ
の
家
族
や
近
臣
の
利
用
に
供
さ
れ
る

｢

蔵
書
楼｣

時
代
の
図
書
館
の
管
理
、(

２)

一
九
世
紀
末
以
降
、
図
書
館
が
一

般
公
衆
に
開
放
さ
れ
、
各
種
の
管
理
が
次
第
に
成
熟
に
向
か
う
近
代
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第24回日中業務交流日程

11月８日 訪日代表団東京着

11月９日 館長表敬､ 館内見学

オープニング・セッション (基調報告)

｢国立図書館におけるマネジメント｣

11月10日 業務交流Ⅰ ｢人的資源開発｣

業務交流Ⅱ ｢業務の評価制度｣

11月11日 国際子ども図書館､ 国立情報学研究所見学

11月12日 浦安市立中央図書館､ 支部東洋文庫見学

｢交流・協力に関する意向書｣ についての協議

11月15日 関西館訪問､ 関西館業務説明

11月16日 同志社大学総合情報センター見学

関西館業務説明､ クロージング・セッション

11月17日 関西国際空港から帰国



図
書
館
の
管
理
、(

３)

政
府
に
よ
っ
て
図
書
館
事
業
の
発
展
が
推

進
さ
れ
る
新
中
国
成
立
後
の
図
書
館
管
理
、
の
三
つ
の
段
階
を
た
ど
っ

た
。

三

中
国
国
家
図
書
館
が
生
み
出
し
た
管
理
理
念

一
九
九
八
年
以
前
、
国
家
図
書
館
の
事
業
の
発
展
は
、
計
画
経
済

体
制
下
の
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
た
め
、
日
々
高
ま
る
文
化
情
報

に
対
す
る
要
求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
変

え
よ
う
と
、
新
し
い
管
理
体
制
と
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
少
し
ず
つ
探

り
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
理
念
は
、
次
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
。

(

一)
｢

人
間
本
位｣

、
サ
ー
ビ
ス
中
心
の
管
理
理
念

｢

人
間
本
位｣

す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
対
象
本
位
と
い
う
管
理
理
念

を
構
築
し
、
手
続
き
の
簡
素
化
、
利
用
者
へ
の
館
外
貸
出
し
、
通
年

開
館
の
実
施
、
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
増
設
、
特
別
な
要
求
に
対
す

る
委
託
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
を
実
現
し
た
。
ま
も
な
く
建
設
さ
れ
る

新
館
の
第
二
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
利
用
者
の
多
元
化
し
た
要
求
を

十
分
考
慮
し
て
い
る
。

(

二)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
礎
と
す
る
自
動
化
管
理

の
実
現

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
先
端
技
術
の
急
激
な
発
展
と
図
書
館
領
域
へ

の
段
階
的
応
用
は
、
当
館
の
自
動
化
管
理
の
進
展
を
加
速
し
、
当
館

が
世
界
の
先
進
的
図
書
館
に
仲
間
入
り
す
る
た
め
の
基
礎
を
築
い
た
。

第
一
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
強
化
し
、
全
館
の
図
書
館
業
務

と
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
化
す
る
と
と
も
に
、
北
京
大
学
等
、
国
内
の
著

名
な
教
育
研
究
機
関
と
高
速
接
続
を
実
現
し
、
当
館
の
情
報
資
源
を

内
外
の
利
用
者
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
第
二
に
、
全
館
の
業

務
を
統
合
し
、
収
集
、
整
理
、
閲
覧
そ
の
他
の
基
礎
業
務
の
自
動
化

管
理
を
実
現
し
た
。
第
三
に
、
全
館
で
事
務
の
自
動
化
が
実
現
し
、

事
務
効
率
が
大
い
に
向
上
し
た
。

(

三)

運
営
効
率
の
高
い
管
理
体
制
の
構
築

当
館
は
一
九
九
八
年
四
月
か
ら
、
機
構
改
革
を
重
点
と
す
る
管
理

体
制
改
革
を
進
め
て
き
た
。
第
一
に
、
集
中
管
理
の
枠
組
み
を
改
め
、

人
事
権
・
分
配
権
を
下
位
に
委
譲
し
た
。
第
二
に
、
等
級
を
簡
素
化
、

人
員
を
精
鋭
化
し
、
業
務
効
率
を
向
上
さ
せ
た
。
第
三
に
、
管
理
と

サ
ー
ビ
ス
の
機
能
分
離
を
行
い
、
内
部
活
力
を
増
強
し
た
。

(

四)

役
職
の
種
類
別
・
等
級
別
を
中
核
と
す
る
人
的
資
源
管
理

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築

今
年
、
当
館
は
、
各
役
職
の
業
務
と
管
理
の
要
求
に
適
応
し
た
役

職
管
理
体
系
を
構
築
し
た
。
能
力
に
基
づ
く
任
命
と
合
理
的
給
与
分

配
と
い
う
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
、
職
員
の
職
業
意
識
、
役
職
責
任

感
が
強
化
さ
れ
、
業
務
の
積
極
性
と
創
造
力
も
向
上
し
た
。

新
し
い
管
理
体
制
の
効
果
は
統
計
に
も
表
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三

年
の
来
館
利
用
者
は
一
九
九
七
年
の
一
六
六
万
人
か
ら
四
四
八
・
七

万
人
に
、
文
献
利
用
冊
数
は
四
四
七
万
冊
か
ら
二
、四
七
八
万
冊
に
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
は
二
、九
九
七
件
か
ら
二
六
万
件
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
は
三
四
・
二
六
万
回
か
ら
一
・
九
億
回
に
増
加

し
た
。

図
書
館
管
理
の
管
理
体
制
と
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
絶
え
ず
探
究
・

刷
新
す
る
こ
と
は
、
図
書
館
事
業
発
展
の
要
求
で
あ
る
。
こ
の
面
で
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当
館
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
多
く
の
先
進
的
な
国
立
図

書
館
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
明
ら
か
な
隔
た
り
が
あ
る
。
日
本
の
同
僚

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
図
書
館
管
理
体
制
に
つ
い
て
交
流
・
検
討
し
経

験
を
共
有
す
る
の
は
、
得
難
い
機
会
で
あ
る
。

｢

新
時
代
を
迎
え
た
国
立
国
会
図
書
館
の
こ
れ
ま
で
と
今
後｣

大
滝
則
忠
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長

一

国
立
国
会
図
書
館
の
発
展
の
機
軸

国
立
国
会
図
書
館
は
、
創
設
か
ら
現
在

ま
で
約
二
〇
年
周
期
で
大
型
の
施
設
拡
充

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
お
も
に
は
図
書
館

資
料
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
書
庫
の

増
設
の
必
要
か
ら
の
拡
充
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
を
画
期
と
し
て
、
多
様
な
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
飛
躍
さ
せ
る
と
い
う
歴
史
を
繰
り

返
し
て
き
て
い
る
。

二

国
立
国
会
図
書
館
の
こ
れ
ま
で

当
館
の
施
設
拡
充
と
そ
れ
を
契
機
と
し
た
機
能
・
業
務
面
の
飛
躍

の
歴
史
に
は
、
こ
れ
ま
で
三
つ
の
画
期
が
あ
っ
た
。

第
一
期

創
業
期

一
九
四
八
年
に
創
設
さ
れ
、
六
一
年
の
本
館

第
一
期
開
館
を
経
て
、
六
八
年
の
全
館
開
館
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

第
二
期

発
展
期

一
九
六
八
年
の
本
館
全
館
開
館
か
ら
八
六
年

の
新
館
開
館
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

第
三
期

変
革
期

一
九
八
六
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
時
期

で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
取
組
み
は
、
同
時
併
行
す
る
関
西
館
、
国
際

子
ど
も
図
書
館
お
よ
び
電
子
図
書
館
の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
対

応
を
主
軸
に
し
て
進
行
し
た
。
こ
れ
と
連
動
し
な
が
ら
、
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
と
業
務
体
制
を
改
革
す
る
一
連
の
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
実

施
に
移
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
京
本
館
、
関
西
館
お
よ
び
国
際
子
ど
も

図
書
館
の
三
施
設
が
距
離
を
隔
て
て
立
地
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て

機
能
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
基
盤
と
な
る
業
務
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が

図
ら
れ
た
。
一
方
、
新
し
い
運
営
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
、
関
西
館

開
館
を
期
に
新
た
な
組
織
機
構
に
よ
る
業
務
運
営
が
開
始
さ
れ
た
。

三

国
立
国
会
図
書
館
の
今
後

当
館
の
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
第
四
期
の
緒
に

あ
る
。
想
定
さ
れ
る
関
西
館
第
二
期
整
備
の
時
期
ま
で
の
今
後
の

二
〇
年
間
は
、
ま
ず
計
画
済
み
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
業
務
を

着
実
に
定
着
さ
せ
成
熟
さ
せ
る
時
期
に
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
成

熟
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
同
時
に
新
た
に
、
社
会
の
期
待
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
電
子
情
報
に
本
格
的
に
取
り
組
む
必
要
に
直
面
し

て
お
り
、
第
二
の
創
業
期
と
言
え
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
幕
開
け
に
、
こ
の
た
び

｢

国
立
国
会
図
書
館

ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

を
策
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
達
成
で
き
た
も

の
を
ふ
ま
え
、
今
後
、
当
館
が
進
む
べ
き
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
当
館
の
重
点
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
広
く
社
会

一
般
に
知
っ
て
も
ら
い
、
活
動
評
価
の
仕
組
み
等
を
通
じ
て
組
織
と

し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
経
験
と
創

意
工
夫
に
よ
っ
て
計
画
し
、
周
到
な
手
順
を
尽
く
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
環
境
の
も
と
で
、
そ
の
時
々
に
担
う
者
の
熱
意
を
後
代
の
者
が
組

織
的
に
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
形
を
達

成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
当
館
の
経
験
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
の
目
標
を
明
確
に
掲
げ
、
継
続
的
に
取
組
み
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
、
確
実
な
目
標
達
成
の
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

◆
質
疑
応
答
◆

日
本
側
か
ら
、
一
九
九
八
年
以
降
の
管
理
体
制
の
刷
新
は
、
国
家

図
書
館
独
自
の
も
の
か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

政
府
の
文
化
機
構
改
革
と
関
連
が
あ
り
、
政
府
の
指
示
に
よ
る
改
革

と
、
国
家
図
書
館
独
自
の
刷
新
の
両
面
が
あ
る
、
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。中

国
側
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
発
展
の
周
期
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
印
象
深
く
、
国
家
図
書
館
の
発
展
を
考
え
る
上
で
も
参
考

と
な
る
、
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
国
立
国
会
図
書
館
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
下
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
方
式
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
の
情
報
の
提
供
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

業
務
交
流
Ⅰ

人
的
資
源
開
発

｢

中
国
国
家
図
書
館
に
お
け
る
人
的
資
源
の
開
発｣

沈
颯
中
国
国
家
図
書
館
人
事
処
処
長

中
国
国
家
図
書
館
は
一
九
九
七
年
に

『

北
京
図
書
館
一
九
九
七
―
二
〇
〇
五
年

人
材
発
展
の
計
画
と
長
期
目
標』

を
発
表

し
、
こ
の
七
年
来
、
人
的
資
源
の
開
発
に

お
い
て
明
確
な
成
果
を
示
し
て
い
る
。
当

館
の
人
的
資
源
開
発
の
具
体
的
な
方
法
は
、

合
理
的
な
配
置
、
科
学
的
な
開
発
、
条
件

の
創
造
、
レ
ベ
ル
別
育
成
で
あ
る
。

一

人
的
資
源
の
合
理
的
な
配
置
と
科
学
的
な
開
発

図
書
館
の
人
的
資
源
の
使
用
と
は
、
異
な
る
能
力
・
等
級
の
職
員

と
ポ
ス
ト
を
結
合
さ
せ
、
充
分
に
そ
の
作
用
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
管
理
工
程
で
あ
る
。

当
館
で
は
、
人
材
の
外
部
登
用
と
育
成
の
中
心
を
、
複
合
型
を
主

と
す
る
こ
と
と
定
め
、
各
知
識
レ
ベ
ル
の
中
で
複
数
の
専
門
教
育
を

受
け
た
人
材
を
選
抜
し
て
育
成
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

専
門
技
術
の
人
材
を
配
置
す
る
際
に
は
、
各
部
門
・
ポ
ス
ト
の
人

材
の
集
合
体
の
力
が
最
大
に
な
る
よ
う
に
し
、
重
点
的
な
専
門
分
野
・

欠
乏
し
て
い
る
専
門
分
野
の
全
体
調
整
を
進
め
て
い
る
。

部
門
間
の
人
的
資
源
配
分
の
調
整
に
あ
た
っ
て
は
、
人
材
分
析
の
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予
測
を
基
礎
に
し
て
部
門
間
の
人
的
資
源
配
分
を
調
整
し
、
人
的
資

源
コ
ス
ト
の
節
約
を
旨
と
し
て
人
材
の
最
大
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
。

人
材
の
開
発
と
人
材
の
専
門
知
識
・
業
務
レ
ベ
ル
・
知
能
水
準
・

性
格
的
特
徴
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
、
各
部
門
の
総
和
が
大
き
く
な

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
し
て

｢

全
体
性｣

(

知
識
分
野
に
配
慮
し
、

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ)

、｢

階

層
性｣

(

ポ
ス
ト
に
お
け
る
知
識
レ
ベ
ル
の
階
層)

、｢

バ
ラ
ン
ス｣

(

各
ポ
ス
ト
の
人
材
配
置
の
バ
ラ
ン
ス)

の
原
則
を
守
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

人
的
資
源
開
発
の
中
で
、
行
政
管
理
と
専
門
管
理
の
間
な
ど
館
内

に
お
け
る
異
な
る
部
門
・
ポ
ス
ト
間
の
交
流
は
、
人
的
資
源
に
新
鮮

な
空
気
・
思
考
の
交
換
等
を
も
た
ら
し
、
業
務
モ
デ
ル
を
互
い
に
参

考
と
す
る
相
乗
剤
と
な
っ
て
い
る
。

二

多
方
面
の
人
的
資
源
育
成
シ
ス
テ
ム
の
設
立

当
館
の
職
員
の
特
性
お
よ
び
ポ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
要
求
に
基
づ

き
、
育
成
対
象
を
、
普
通
業
務
型
・
中
堅
幹
部
型
・
学
科
専
門
型
・

総
合
管
理
型
に
分
け
て
い
る
。
四
種
の
職
員
類
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

異
な
る
研
修
要
求
が
あ
り
、
共
通
す
る
部
分
を
基
礎
と
し
、
お
の
お

の
の
特
性
に
基
づ
き
、
重
点
的
に
必
要
に
応
じ
た
研
修
方
式
を
と
っ

て
い
る
。

当
館
で
は
、｢

国
家
図
書
館
職
員
継
続
教
育
管
理
規
定｣

を
制
定

し
て
、
複
合
的
で
高
レ
ベ
ル
な
構
造
の
継
続
教
育
を
受
け
る
人
員
に

優
遇
措
置
を
与
え
、
職
員
が
継
続
し
て
深
い
研
究
を
行
い
、
学
歴
を

向
上
し
、
専
門
的
な
知
識
構
造
を
調
整
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。

学
術
会
議
へ
の
参
加
や
、
外
国
で
の
研
修
お
よ
び
視
察
調
査
も
、

有
効
な
学
術
交
流
方
式
で
あ
る
。

図
書
館
は
知
識
密
集
型
の
機
関
で
あ
り
、
人
材
育
成
の
最
終
目
的

は
、
高
レ
ベ
ル
で
、
多
方
面
の
学
問
領
域
に
わ
た
り
、
全
方
位
的
で
、

各
年
齢
層
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
専
門
家
・
学
術
的
リ
ー
ダ
ー
・

業
務
に
お
け
る
中
堅
幹
部
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

人
的
資
源
開
発
と
は
、
個
体
の
知
識
の
組
合
せ
と
集
合
体
の
人
材

の
組
合
せ
で
あ
り
、
人
的
資
源
発
展
の
基
盤
で
あ
る
。
当
館
は
、
人

的
資
源
の
育
成
、
使
用
お
よ
び
異
動
の
中
で
、
有
機
的
な
人
的
資
源

開
発
の
方
式
を
形
成
し
、
人
的
資
源
の
運
営
シ
ス
テ
ム
を
日
々
向
上

さ
せ
て
い
る
。

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
人
材
育
成｣

石
川
武
敏
国
立
国
会
図
書
館
総
務
部
主
任
参
事

二
〇
〇
四
年
五
月
、
当
館
は
、｢

人
材

育
成
の
基
本
方
針｣

を
策
定
し
た
。
こ
の

種
の
方
針
が
策
定
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で

あ
り
、
計
画
的
な
人
材
の
育
成
・
開
発
は

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

一

人
材
育
成
の
必
要
性

全
世
界
的
な
傾
向
と
し
て
、
図
書
館
業

務
の
質
と
内
容
が
大
き
く
、
か
つ
、
急
激

に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
人
材
育
成
の
必
要
性
の
背
景
に
あ
る
。
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経
験
を
通
じ
て
人
材
が
育
つ
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
図
書
館
が
主

体
的
か
つ
積
極
的
に
人
材
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
た
。

大
部
分
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
、
部
署
を
固
定
せ
ず
一
定

の
サ
イ
ク
ル
で
異
動
さ
せ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
の
育
成
に
適
す
る
、
組
織
の
硬
直
化
を
防
ぐ
等
の
メ
リ
ッ
ト
、
専

門
家
が
育
ち
に
く
い
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト

が
、
現
在
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

二

育
成
す
べ
き
能
力
に
つ
い
て

当
館
は
、
国
会
に
属
す
る
機
関
と
し
て
の
立
法
補
佐
機
能
と
国
の

中
央
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
、
調
査
系
、
司
書
系
、

総
務
系
・
庶
務
系
を
通
じ
高
度
な
能
力
を
も
つ
専
門
家
集
団
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
業
務
の
外
部
委
託
化
・
シ
ス

テ
ム
化
の
進
行
に
よ
り
、
専
門
的
能
力
と
と
も
に
企
画
調
整
、
管
理

等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

三

能
力
育
成
の
方
法

人
材
育
成
の
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
職
員
研
修
が
あ
る
。
内
部

で
行
う
研
修
に
は
、
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
修
得
・
向
上
を
目
的

と
し
て
、
役
職
や
職
務
の
級
別
に
実
施
す
る
階
層
別
研
修
と
、
専
門

的
知
識
・
技
能
の
修
得
・
向
上
を
目
的
と
す
る
専
門
研
修
が
あ
る
。

ま
た
、
人
事
院
が
主
催
す
る
国
家
公
務
員
向
け
の
研
修
な
ど
、
外
部

の
研
修
も
活
用
し
て
い
る
。

外
部
で
の
経
験
は
、
中
長
期
的
な
人
材
育
成
の
場
と
し
て
機
能
し

て
お
り
、
①
在
外
研
究
、
②
海
外
出
張
、
③
海
外
諸
機
関
へ
の
派
遣
、

④
国
内
他
機
関
と
の
人
事
交
流
と
い
っ
た
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
配
属
先
で
の
担
当
業
務
を
通
じ
て
、
職
場
内
教
育(

Ｏ
Ｊ
Ｔ)

を
行
い
、
そ
の
職
員
が
実
際
に
そ
の
業
務
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
を
通

じ
て
育
成
す
る
。

図
書
館
の
業
務
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
人
材
を
効
率
的

に
育
成
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
、
専
門
能
力
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
様
々
な

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外
部
で
多
様
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と

で
能
力
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
本
人
の
職
歴
形
成
に
適
し
た
配
属
・

異
動
に
よ
り
、
業
務
遂
行
を
通
じ
て
人
材
を
育
成
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。

◆
質
疑
応
答
◆

日
本
側
か
ら
、
一
、
人
材
育
成
対
象
の
四
つ
の
職
員
類
型

(

普
通

業
務
型
、
中
堅
幹
部
型
、
学
科
専
門
型
、
総
合
管
理
型)

の
関
係

(

そ
れ
ぞ
れ
固
定
さ
れ
て
い
て
他
方
に
移
行
で
き
な
い
の
か)

、
二
、

一
九
九
八
年
に
中
国
国
家
図
書
館
が
人
事
権
、
分
配
権
を
各
部
門
に

委
譲
し
た
点

(

基
調
報
告)

に
つ
い
て
、
人
事
処
と
各
部
門
と
の
役

割
分
担
、
三
、
行
政
管
理
ポ
ス
ト
と
専
門
管
理
ポ
ス
ト
の
異
動
の
方

針
は
ど
う
か
、
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
各
類

型
間
に
は
階
層
性
、
相
互
関
連
性
、
相
互
調
和
性
が
あ
り
、
一
つ
の

レ
ベ
ル
か
ら
上
の
レ
ベ
ル
へ
移
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
人
事
処
は
マ
ク
ロ
な
面
を
把
握
し
、

各
部
門
は
業
務
の
必
要
に
よ
り
、
新
し
い
人
の
受
け
入
れ
も
決
定
で
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き
る
。
人
を
使
う
権
限
が
与
え
ら
れ
た
の
で
人
材
育
成
の
意
識
が
向

上
し
た
、
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
第
三
点
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
幹

部
の
任
命
に
関
す
る
改
革
が
行
わ
れ
、
行
政
幹
部
に
業
務
経
験
を
要

求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

業
務
交
流
Ⅱ

｢

業
務
の
評
価
制
度｣

｢

図
書
館
管
理
法
規
制
度
及
び
評
価
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
よ
る

図
書
館
管
理
業
務
の
科
学
的
管
理
水
準
の
向
上｣

汪
東
波
中
国
国
家
図
書
館
業
務
処
処
長

中
国
国
家
図
書
館
で
は
一
九
九
五
年
に

業
務
改
革
に
着
手
し
、
組
織
機
構
の
調
整
、

業
務
工
程
の
見
直
し
、
関
連
法
規
の
制
定
、

厳
格
な
評
価
制
度
等
に
よ
り
、
業
務
の
科

学
的
管
理
の
水
準
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

一

業
務
管
理
関
連
法
規
・
規
則
の
制
定
、

科
学
的
見
地
に
基
づ
い
た
業
務
管
理

の
推
進

当
館
は
法
規
制
度
が
業
務
の
科
学
的
管

理
の
強
化
に
発
揮
す
る
役
割
を
重
視
し
、
必
要
性
に
応
じ
、
一
連
の

法
規
・
規
則
を
制
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
種
業
務
の
秩
序
だ
っ

た
遂
行
と
事
業
の
継
続
的
発
展
が
保
証
さ
れ
、｢

法
に
基
づ
く
管
理｣

が
可
能
に
な
り
、
業
務
水
準
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
高
ま
る
と
い
う
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

二

評
価
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ら
び
に
各
種
の
業
務
課
題
お
よ
び

法
規
制
度
の
徹
底
し
た
執
行

業
務
目
標
の
達
成
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
効
果
的
な
評
価
制
度

が
必
要
で
あ
る
。
当
館
は
一
九
九
六
年
に
比
較
的
完
成
度
の
高
い
実

務
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
に
着
手
し
、
こ
こ
で
の
目
標
管
理
の
成
功
の

経
験
を
参
考
に
、
一
九
九
八
年
、『

国
家
図
書
館
業
務
評
価
法』

を

制
定
し
て
、
業
務
評
価
に
用
い
て
い
る
。

ま
ず
、
評
価
の
方
法
や
指
標
の
体
系
を
定
め
る
と
と
も
に
、｢

①

部
局
の
自
主
的
点
検
を
主
と
し
館
に
よ
る
点
検
は
従
と
す
る
、
②
重

点
的
に
評
価
す
る
、
③
高
い
標
準
、
厳
し
い
要
求
、
厳
格
な
評
価
の

原
則
、
④
公
正
さ
、
客
観
性
、
正
確
さ
の
原
則
、
⑤
改
善
を
主
と
し

処
罰
を
従
と
す
る
、
⑥
信
賞
必
罰
の
原
則｣

と
い
う
原
則
を
確
立
し

た
。評

価
シ
ス
テ
ム
は
館
と
部
局
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
る
。

館
レ
ベ
ル
で
は
業
務
処
が
館
を
代
表
す
る
形
で
評
価
を
行
う
。
部
局

レ
ベ
ル
で
は
部
、
課
、
係
の
各
レ
ベ
ル
に
評
価
の
た
め
の
組
織
が
置

か
れ
、
実
務
に
対
し
監
督
、
検
査
、
賞
罰
を
行
う
。

当
館
は
検
査
の
手
順
や
方
法
を
絶
え
ず
改
善
し
て
い
る
。
現
在
、

①
日
常
検
査

(

部
局
が
、
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
行
う)

、

②
不
定
期
検
査

(

業
務
処
が
毎
月
不
定
期
に
各
部
局
の
業
務
に
つ
い

て
抽
出
検
査
を
行
う)

、
③
総
合
検
査

(

業
務
処
が
四
半
期
ご
と
と
、

毎
年
七
月
に
、
館
全
体
の
視
点
に
立
ち
、
各
部
局
の
業
務
項
目
に
つ

い
て
達
成
状
況
を
検
査
す
る)

の
三
つ
が
あ
る
。
毎
年
一
月
に
業
務

処
、
人
事
処
、
計
財
処
の
職
員
で
検
査
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
業
務
課
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題
書
に
基
づ
い
て
各
部
局
の
前
年
の
業
務
課
題
の
達
成
度
を
検
査
す

る
。
利
用
者
を
監
督
者
と
す
る
方
法
も
補
完
的
に
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
検
査
や
考
課
の
結
果
と
賞
罰
を
組
み
合
わ
せ
、
成
績
の
よ
い

者
に
は
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
し
、
法
規
に
違
反
し
た
者
や
課
題
を
達
成

で
き
な
か
っ
た
者
に
は
、
そ
の
経
緯
を
考
慮
し
つ
つ
戒
告
や
処
罰
を

与
え
る
。
こ
れ
ら
の
組
合
せ
に
よ
り
、
よ
り
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
不
断
に
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
務
の

規
範
化
と
科
学
的
管
理
方
法
に
積
極
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

残
さ
れ
た
課
題
は
、
①
業
務
規
範
体
系
が
未
完
成
で
、
多
く
の
法

規
や
規
範
が
更
な
る
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
、
②
業
務
法
規
、

規
範
の
安
定
性
が
弱
く
、
発
布
さ
れ
た
ば
か
り
の
法
規
に
改
正
の
必

要
が
あ
る
条
項
が
あ
る
、
③
業
務
法
規
、
規
範
の
改
正
の
遅
滞
、
④

業
務
の
発
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
法
規
、
規
範
と
法
律
が
欠

け
て
い
た
り
、
執
行
の
権
限
が
弱
か
っ
た
り
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

｢

国
立
国
会
図
書
館
の
評
価
制
度
―
活
動
評
価
に
つ
い
て
―｣

田
屋
裕
之
国
立
国
会
図
書
館
総
務
部
企
画
・
協
力
課
長

一

国
立
国
会
図
書
館
の
到
達
点

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
、
東
京
本
館
が
新
装
開
館
し
、
こ
れ
に

よ
り
、
関
西
館
の
建
設
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
設
立
、
電
子
図
書

館
の
実
現
と
こ
の
数
年
来
続
い
た
一
連
の
大
規
模
な
変
革
は
、
ひ
と

ま
ず
完
了
し
た
。
こ
の
変
革
の
過
程
で
必
要
と
さ
れ
た
新
規
計
画
、

改
革
を
実
施
す
る
中
で
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

に
は
、
適
切
な
進
捗
管
理
の
ほ
か
、
目
標
の
設
定
、
評
価
の
実
施
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

二

国
立
国
会
図
書
館
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

目
標
の
設
定

当
館
は
二
〇
〇
四
年
に｢

国
立
国
会
図

書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

を
策
定
し
、

公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
当
館
が
果
た
す
べ

き
使
命
・
役
割
お
よ
び
将
来
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
内
外
に
示
し
、
着
実
な
業
務
運
営
を
図
る
こ
と
を
意
図
す

る
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
当
館
の
目
標
設
定
に
お
け
る
最
上
位
の
概
念
で

あ
る
。『

ビ
ジ
ョ
ン』

の
下
位
に

『

重
点
目
標』

、『

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標』

お
よ
び

『

部
局
目
標』

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

三

国
立
国
会
図
書
館
の
評
価
制
度

当
館
は
、
事
業
の
適
正
な
運
営
と
国
民
に
対
す
る
説
明
を
目
的
と

し
て
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
全
館
規
模
で

｢

活
動
評
価｣

の
制
度
を
導

入
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
行
政
機
関
に
お
い
て
二
〇
〇
一
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
政
策
評
価
の
考
え
方

(

政
策
の
成
果
の
不
断
の
点
検
に
よ

る
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
の
実
現
と
国
民
へ
の
説
明
責
任
の
履
行)

を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
い
う
当
館

の
性
格
を
考
慮
し
て
、
当
館
が
独
自
に
作
り
上
げ
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

頂
点
と
す
る
目
標
と
評
価
に
つ
い
て
の
体
系
で
あ
る
。

四

サ
ー
ビ
ス
基
準

『

サ
ー
ビ
ス
基
準』

は
利
用
者
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
と
な

る
数
値
を
具
体
的
に
示
し
、
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
保
証
す
る
た
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め
の
基
準
で
あ
る
。
国
民
に
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

｢

二
〇
〇
四

年
度
サ
ー
ビ
ス
基
準
の
説
明｣

も
掲
載
し
て
い
る
。

五

活
動
評
価
の
実
施

活
動
評
価
は
、
二
〇
〇
四
年
に
初
め
て
導
入
し
た
た
め
、
ま
だ
実

績
は
な
い
。
評
価
は
次
の
よ
う
に
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

評
価
の
サ
イ
ク
ル
は
、
基
本
的
に
は
単
年
度
周
期
で
、
秋
に
次
年

度
目
標
の
設
定
の
た
め
の
中
間
評
価
を
実
施
す
る
。
当
面
、
第
三
者

評
価
は
実
施
せ
ず
、
目
標
設
定
部
局
に
よ
る
一
次
評
価
と
、
館
議

(

館
と
し
て
の
意
思
決
定
会
議)
に
よ
る
二
次
評
価
と
す
る
。
評
価

に
当
た
っ
て
は
、
評
価
指
標
を
立
て
る
な
ど
総
合
的
・
客
観
的
に
活

動
実
態
を
把
握
し
、
業
務
の
円
滑
で
効
率
的
な
運
営
と
次
の
目
標
の

設
定
に
生
か
し
て
い
く
。

六

経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
課
題
へ
の
対
応

当
館
の
課
題
は
多
く
、
資
源

(

予
算
、
人
員
等)
は
有
限
で
あ
る
。

大
き
な
変
革
期
を
経
て
、
今
後
、
目
標
の
設
定
と
不
断
の
評
価
に
よ
っ

て
業
務
を
効
率
よ
く
、
整
合
的
に
進
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
こ

の

『

活
動
評
価』

に
よ
る
経
営
管
理
が
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
質
疑
応
答
そ
の
他
◆

中
国
側
か
ら
、
一
、
各
部
門
に
ま
た
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を

実
現
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
を
ど
う
組

織
し
て
い
る
か
、
二
、
将
来
の
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
方
法
の
検
討

は
行
っ
て
い
る
か
、
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
一
に
つ
い
て
は
、
関
係

部
局
が
集
ま
っ
て
協
議
し
、
担
当
す
る
人
は
兼
務
と
い
う
形
に
な
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
任
は
あ
ま
り
い
な
い
と
回
答
し
た
。
二
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
困
難
だ
が
、
現
在
の
利
用
者

と
将
来
の
利
用
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
意
味
で
、
保
存
は
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
収
集
・
蓄

積
は
、
現
在
で
は
な
く
将
来
役
に
立
つ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。

な
お
、
汪
処
長
か
ら
、
中
国
に
も
五
年
単
位
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る

が
、
政
府
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
国
家
図
書
館
独
自
の
も
の

と
し
て
、
人
材
強
化
、
科
学
技
術
に
よ
る
図
書
館
の
強
化
、
サ
ー
ビ

ス
立
館
と
い
う
三
大
戦
略
が
あ
る
と
の
補
足
発
言
が
あ
っ
た
。

関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
の
業
務
交
流

関
西
館
で
は
、
同
館
の
配
置
資
料
、
資
料
収
集
方
法
、
第
二
期
工

事
等
に
つ
い
て
、
中
国
国
家
図
書
館
の
新
館
計
画
、
資
料
貸
出
し
新

サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
全
般
的
な
懇
談
の
後
、
事
業
部
電
子
図
書
館

課
、
図
書
館
協
力
課
お
よ
び
資
料
部
ア
ジ
ア
情
報
課
の
業
務
説
明
を

行
い
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
電
子
図
書
館
課
で
は
、
資
料
電
子
化

業
務
、
電
子
展
示
会
、
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
事
業
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業
の
概
要
説
明
と
日
本
国
内
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
制
度
的
に
網
羅
的
に
収
集
す
る
た
め
の
予
備
調
査

等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
も
懇
談
と
見
学
を
行
っ
た
。
懇
談
で
は
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
活
動
の
概
要
や
将
来
計
画
な
ど
に
つ
い
て
日

527号／2005②国立国会図書館月報 ― 10―



本
側
か
ら
説
明
す
る
と
と
も
に
、
児
童
書
の
交
換
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

｢
交
流
・
協
力
意
向
書｣

に
基
づ
く
協
議

代
表
団
の
相
互
訪
問
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
、
効
率
的
に
短
期

間
で
密
度
の
高
い
交
流
を
行
う
た
め
、
現
在
の
一
〇
日
間
の
日
程
を

八
日
間
に
短
縮
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
中
国
側
は
、
持
ち
帰
っ
て
検

討
の
上
、
回
答
を
行
う
と
発
言
し
た
。

職
員
の
相
互
派
遣
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
派
遣
希
望
の
あ
る
館

は
、
い
つ
で
も
申
し
出
る
こ
と
、
申
し
出
を
受
け
た
館
は
、
実
現
に

向
け
て
努
力
す
る
こ
と
等
を
提
案
し
た
。
中
国
側
も
基
本
的
に
同
意

し
、
事
務
的
ル
ー
ト
で
今
後
も
継
続
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
相
互
協
力
お
よ
び
資
料
の
交
換
と

文
献
提
供
に
つ
い
て
、
中
国
側
か
ら
一
時
期
、
当
館
の
資
料
購
入
に

関
す
る
事
務
の
滞
り
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
。
日
本
側

は
、
現
在
問
題
点
は
解
消
し
て
い
る
旨
報
告
し
、
今
後
通
常
の
事
務

的
ル
ー
ト
で
そ
の
都
度
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
を
双
方
が
確
認
し
た
。

日
中
韓
三
国
の
交
流
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
、
今
後
も
二
国
間

で
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
、
二
国
間

交
流
と
別
に
交
流
に
取
り
組
み
た
い
と
発
言
し
、
中
国
側
も
、
当
面

テ
ー
マ
は
な
い
が
、
必
要
が
あ
れ
ば
行
い
た
い
旨
発
言
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
交
流
に
よ
り
、
日
中
両
国
図
書
館
は
、
情
報
技
術
が
急
速

に
進
展
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
と
も
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を

認
識
し
、
人
的
資
源
開
発
に
積
極
的
に
努
め
る
と
と
も
に
評
価
制
度

の
導
入
に
よ
っ
て
業
務
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
中
国
国
家
図
書
館
が

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
実
施
し
た
管
理
制
度
の
改
革
は
、
政
府
の

文
化
機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
や
、
同
館
で

は
業
務
の
評
価
を
各
人
の
評
価
に
結
び
付
け
て
い
る
と
い
う
点
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
双
方
の
共
通
点
と
相
違
点

に
つ
い
て
、
相
互
に
学
ぶ
点
の
多
か
っ
た
交
流
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
協
力
意
向
書
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
に
つ

い
て
率
直
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

期
間
中
、
訪
日
団
は
、
支
部
東
洋
文
庫
、
国
立
情
報
学
研
究
所
、

浦
安
市
立
中
央
図
書
館
お
よ
び
同
志
社
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
そ
の
機
会
に
も
活
発
に
質
問
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

日
中
双
方
の
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
交
流
で
あ
っ

た
。

(

文
責

総
務
部
主
任
参
事

山
口

や
ま
ぐ
ち

和
人

か
ず

と)
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平
成
一
六
年
一
二
月
六
日
、

国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本

館)

に
お
い
て
第
四
五
回
科

学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議

会
が
、
審
議
会
委
員
一
〇
名

(
う
ち
一
名
代
理)

の
出
席

の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。

当
館
か
ら
は
、
黒
澤
�
雄

館
長
、
大
滝
則
忠
副
館
長
以

下
一
三
名
が
出
席
し
た
。
ま

ず
長
尾
�
委
員
長
か
ら
開
会

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
こ
れ

を
受
け
黒
澤
館
長
か
ら
第

四
五
回
審
議
会
出
席
委
員
へ

の
謝
意
と
と
も
に
、
第
四
四

回
審
議
会
で
設
置
さ
れ
た
作
業
部
会
の
調
査
検
討
の
結
果
で
あ
る

『

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報

整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
作
業
部
会
報
告
書

(

案)』
(

以
下

『

報
告

書

(

案)』)

の
審
議
を
中
心
と
す
る
第
四
五
回
審
議
会
に
期
待
す
る

旨
の
あ
い
さ
つ
が
な
さ
れ
た
。

次
に
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
の
交
替
に
伴
う
新
任
の

小
田
公
彦
委
員
か
ら
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

館
長
、
副
館
長
の
退
席
後
、
第
四
四
回
審
議
会
議
事
録
の
確
認
が

な
さ
れ
、
こ
の
議
事
録
と
会
議
資
料
を
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
��

�
�
�

今
回
の
審
議
会
の
本
題
で
あ
る

『

報
告
書

(

案)』

は
、
土
屋
俊

委
員

(

部
会
長)

、
倉
田
敬
子
委
員
、
名
和
小
太
郎
委
員
の
三
名
で

構
成
す
る
作
業
部
会
が
、
平
成
一
六
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
行
っ

た
調
査
検
討
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

近
年
の
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
状
況
の
変
化
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
代
表
さ
れ
る
情
報
通
信
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
展
に
伴

う
情
報
環
境
の
変
容
に
つ
い
て
の
課
題
を
整
理
し
、
我
が
国
に
お
け

る
科
学
技
術
情
報
の
整
備
に
関
し
て
今
後
当
館
が
果
た
す
べ
き
役
割

に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
と
施
策
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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黒澤館長に 『提言』 を手交する長尾委員長 (右)

第
四
五
回
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
当
館
の
新
た
な
指
針
▼
▼
▼
▼

国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報
整
備
の
在
り
方
に
関
す
る

『

提
言』

を
館
長
に
提
出



こ
の

『

報
告
書

(

案)』

の
成
案
は
、
平
成
一
六
年
一
一
月
二
六

日
に
土
屋
部
会
長
か
ら
長
尾
委
員
長
に
提
出
さ
れ
、
今
回
の
審
議
会

の
議
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
作
業
部
会
長
に
よ
る

『

報
告
書

(

案)』

の
説
明
に
先
だ
っ

て
、
長
尾
委
員
長
か
ら

『

報
告
書

(

案)』

の
位
置
付
け
等
に
つ
い

て
次
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。『

報
告
書

(

案)』

の
結
論

｢

国
立
国
会

図
書
館
に
期
待
す
る

『
施
策
目
標』｣

の
部
分
を
、
審
議
会
の

『

提

言』

と
し
て
独
立
さ
せ
、
報
告
書
の
全
体
は

｢

説
明
資
料｣

と
し
て

『

提
言』

と
一
緒
に
国
立
国
会
図
書
館
長
に
提
出
す
る
よ
う
に
取
り

扱
い
た
い
と
の
提
案
で
あ
る
。

審
議
会
は
、
こ
の
提
案
を
了
承
し
、
次
の
よ
う
に
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
��
�
�
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作
業
部
会
の
委
員
を
代
表
し
、
部
会
長
の
土
屋
委
員
か
ら
、
調
査

検
討
の
経
緯
と

『

報
告
書

(

案)』

の
構
造
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

『

報
告
書

(

案)』

は
、
最
初
の
部
分

(

第
一
節)

に
お
い
て
、
全

体
の
結
論
と
な
る

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
期
待
す
る

『

施
策
目
標』｣

を
集
約
的
に
記
述
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
学
術
情
報
環
境
の
変
化

に
対
応
し
た
情
報
基
盤
の
再
構
築
、
②
社
会
状
況
の
変
化
に
関
連
し

た
国
会
や
社
会
に
向
け
た
情
報
発
信
等
の
必
要
性
、
③
関
係
機
関
と

の
協
力
関
係
の
変
化
の
中
で
の
新
た
な
協
力
・
連
携
の
推
進
、
の
三

つ
で
あ
る
。
第
二
節
〜
第
三
節
で
は
、
そ
の
結
論
を
導
き
出
す

｢

事

実
認
識｣

(

背
景
と
な
る
情
報
環
境
の
変
化
や
現
状)

と

｢

歴
史
認

識｣
(

国
の
科
学
技
術
政
策
の
中
で
国
立
国
会
図
書
館
が
果
た
し
て

き
た
歴
史
的
役
割)

を
概
括
し
て
い
る
。
第
四
節
〜
第
六
節
は
、
第

一
節
の

｢

施
策
目
標｣

に
お
い
て
掲
げ
た
国
立
国
会
図
書
館
に
期
待

す
る
三
つ
の
内
容

(

前
述
①
〜
③)

に
対
応
し
、
こ
れ
を
詳
細
に
展

開
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

土
屋
部
会
長
は
、
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け

る
科
学
技
術
資
料
の
充
実
が
、
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
と
の
協
力
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
科
学
技

術
創
造
立
国
を
標
榜
す
る
わ
が
国
に
と
っ
て
科
学
技
術
情
報
の
一
層

の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
予
算
的
裏
付
け
の
必
要
性

を
強
調
し
説
明
を
終
え
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#

質
疑
に
お
い
て
は
、
委
員
の
中
か
ら
、
国
会
や
社
会
へ
の
科
学
技

術
情
報
提
供
の
拡
充
や
情
報
発
信
に
か
か
わ
る

｢

安
全
と
安
心
な
社

会｣

へ
の
貢
献
に
言
及
し
た
記
述
が
や
や
限
定
的
な
表
現
で
あ
る
と

の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、『

科
学
技
術
白
書』

等
の
議
論
も

ふ
ま
え
、
経
済
効
果
や
国
民
の
施
策
参
加
等
、
包
括
的
な
表
現
に
配

慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、『

報
告
書

(

案)』
の
本
文
や
付
図
で
使
わ
れ
て
い
る
外
来
語

(

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
ポ
ー

タ
ル
等)

に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
平
易
な
日
本
語
と
併
記
す
る
よ
う
工
夫
し

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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こ
れ
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
文
言
の

一
部
修
正
に
つ
い
て
は
委
員
長
に
一
任

し
、
審
議
会
と
し
て

『

報
告
書

(

案)』

を
基
本
的
に
了
承
し
た
。

一
方
、
複
数
の
委
員
か
ら
、
当
館
が

行
っ
て
い
る
国
会
や
一
般
国
民
に
向
け

て
の
諸
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
期
待
す
る

発
言
や
現
状
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ

た
。
国
会
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
当
館
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
館
側
か
ら
具
体
的
な

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
最
近
、
当
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
刊

行
し
た

｢

科
学
技
術
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
二
〇
〇
四｣

(
『

調
査
と

情
報
―IS

S
U

E
B

R
IE

F
』

四
五
九
号)
等
、
国
会
議
員
へ
の
情

報
提
供
の
具
体
例
を
紹
介
し
た
。
ま
た
土
屋
部
会
長
報
告
を
補
足
す

る
意
味
で
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
長
期
保
存
に
係
る
オ
ラ
ン
ダ
国
立

図
書
館
の
先
駆
的
試
み
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

続
い
て

『

提
言』

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
本
文
の
一
部
修
正

が
な
さ
れ
、
館
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

以
上
の
よ
う
な
活
発
な
審
議
を
経
て
、
審
議
終
了
後
、
館
長
に

『

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報

整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言』

(『

報
告
書』

は
説
明
資
料
と
し
て

こ
れ
に
添
付)

が
手
交
さ
れ
た
。
黒
澤
館
長
か
ら
は
、
審
議
会
委
員

に
対
し
御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、『

提
言』

を

｢

答
申｣

に
準
じ

る
も
の
と
し
て
重
く
受
け
止
め
る
と
の
発
言
が
な
さ
れ
た
。

(

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課)

◎
審
議
会
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
答
申
等
の
全
文
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

―

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て｣

―

｢

審
議

会｣

―

｢

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会｣)

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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科学技術関係資料整備審議会提言

我
が
国
の
科
学
技
術
関
係
情
報
の
流
通
・
蓄
積

基
盤
を
担
っ
て
き
た
国
立
国
会
図
書
館
が
、
二
十
一

世
紀
初
頭
に
お
け
る
新
し
い
情
報
環
境
下
に
お
い

て
果
た
す
べ
き
主
要
な
役
割
と
方
向
性
に
つ
い
て
、

下
記
の
と
お
り
提
言
す
る
。

記

提
言
の
Ⅰ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
進
展
の

下
で
の
科
学
技
術
情
報
基
盤
の
再
構
築
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
Ⅱ
は
、
こ
の
新
た
な
情
報
基
盤
を

最
大
限
に
利
活
用
し
、
国
会
や
社
会
に
対
し
て
積

極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
も
の

で
あ
る
。
Ⅲ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
実
施
す
る

Ⅰ
、
Ⅱ
の
施
策
が
よ
り
効
果
的
に
運
用
さ
れ
る
た

め
の
、
我
が
国
全
体
の
科
学
技
術
情
報
に
か
か
わ

る
ポ
ー
タ
ル
の
構
築
と
そ
の
た
め
の
関
係
機
関
と

の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
の
提
案
で
あ
る
。

こ
れ
ら
国
立
国
会
図
書
館
の
諸
施
策
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
国
の
科
学
技
術
・
学
術
振
興
政
策

全
体
の
中
で
科
学
技
術
情
報
流
通
に
か
か
わ
る
一

貫
し
た
政
策
が
立
案
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
館
が
担

う
情
報
蓄
積
基
盤
構
築
に
向
け
て
の
十
全
な
財
政
措

置
が
望
ま
れ
る
。

Ⅰ

電
子
化
さ
れ
た
科
学
技
術
情
報
の
我
が
国
に
お

け
る
流
通
・
蓄
積
基
盤
の
再
構
築

国
立
国
会
図
書
館
は
、
科
学
技
術
情
報
の
電
子
化

と
そ
れ
に
伴
う
流
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
依
存
化
、
基

礎
研
究
を
重
視
す
る
国
の
科
学
技
術
研
究
振
興
政
策

の
展
開
、
及
び
各
種
の
社
会
状
況
の
変
化
と
い
う
、

科
学
技
術
情
報
政
策
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
て
、
電
子
化
さ
れ
た
科
学
技
術
情
報
の
我
が
国

に
お
け
る
流
通
・
蓄
積
基
盤
の
再
構
築
へ
の
貢
献
を

目
的
と
し
て
、
以
下
の
諸
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。

(

１)

国
内
電
子
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

の
包
括
的
構
築

国
立
国
会
図
書
館
は
、
我
が
国
の
Ｉ
Ｔ
戦
略

(e-

J
a
p
a
n

重
点
計
画
等)

と
科
学
技
術
・
学
術
研
究

振
興
戦
略
に
呼
応
し
、
新
し
い
電
子
図
書
館
の
構
築

(
｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画

二
〇
〇
四｣)

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
具
体

的
に
は
、
国
内
で
生
成
さ
れ
た
電
子
情
報
の
収
集
と

そ
の
長
期
保
存

(

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ)

に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
に
科
学
技
術
情
報

の
効
果
的
な
流
通
を
促
進
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
の
新
た
な
科
学
技
術
情
報
基
盤
の
形
成
に
寄
与
す

る
こ
と
。

(

２)

外
国
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
積
極
的
導
入
と
利

活
用
の
推
進

国
立
国
会
図
書
館
は
、
科
学
技
術
情
報
の
流
通
・

利
用
に
お
け
る
電
子
媒
体
の
利
便
性
及
び
今
後
の
各

種
電
子
出
版
の
動
向
と
趨
勢
を
見
極
め
、
外
国
で
出

版
さ
れ
る
科
学
技
術
系
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
積
極
的

に
導
入
し
、
国
会
は
も
と
よ
り
広
く
国
民
全
般
を
対

象
と
し
た
利
用
範
囲
の
拡
大
に
努
め
、
文
献
提
供
サ
ー

ビ
ス
と
の
統
合
・
発
展
を
図
る
な
ど
、
一
層
の
利
活

用
を
推
進
す
る
こ
と
。

(

３)

外
国
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
長
期
保
存
対
策

国
立
国
会
図
書
館
は
、
学
術
出
版
事
業
の
多
国
籍
化

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
と
り
わ
け
我
が
国
で
生
成
さ
れ

た
多
く
の
学
術
情
報
が
海
外
で
出
版
さ
れ
て
い
る
現
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科学技術関係資料整備審議会提言

状
を
踏
ま
え
、
科
学
技
術
系
外
国
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
蓄
積
に
つ
い
て
情
報
の

｢

最
後
の
拠
り
所｣

と
な
る
こ
と
。
ま
た
国
立
図
書
館
と
し
て
、
海
外

の
国
立
図
書
館
等
と
の
連
携
を
と
り
つ
つ
、
そ
の

長
期
保
存
と
安
定
的
供
給
に
か
か
わ
る
施
策
に
着

手
す
る
こ
と
。
こ
の
施
策
は
、
電
子
情
報
の
持
つ

脆
弱
性
と
不
安
定
性
を
克
服
し
、
人
類
が
共
有
す

べ
き
知
的
成
果
物
を
利
用
可
能
な
状
態
で
保
存
す

る
こ
と
に
よ
り
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ

る
。

Ⅱ

国
会
へ
の
科
学
技
術
情
報
提
供
の
拡
充
と
社

会
へ
の
情
報
発
信
の
促
進

国
立
国
会
図
書
館
は
、
図
書
館
奉
仕
に
基
づ
く

国
会
サ
ー
ビ
ス
と
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的

に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、｢

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン｣

を
促
進
し
、
国
民
の
生
活
に
か
か
わ
る

有
用
な
科
学
技
術
情
報
を
国
会
及
び
社
会
に
向
け

て
提
供
・
発
信
す
る
活
動
を
強
化
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
以
下
の
諸
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。

(

１)

立
法
補
佐
機
能
の
強
化
―
―
的
確
な
科
学

技
術
情
報
提
供
と
人
材
の
確
保

国
立
国
会
図
書
館
は
、
国
民
生
活
に
と
っ
て
今

後
ま
す
ま
す
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
科
学
技

術
に
関
係
し
た
国
会
審
議
等
に
資
す
る
た
め
に
、
電

子
情
報
を
含
む
情
報
資
源
の
充
実
と
人
的
資
源
の
確

保
の
両
面
か
ら
立
法
補
佐
機
能
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

特
に
人
的
資
源
の
面
で
は
、
科
学
技
術
関
連
の
諸
事

案
に
つ
い
て
、
国
会
議
員
、
国
会
関
係
者
に
科
学
知

識
や
専
門
情
報
を
的
確
に
提
供
で
き
る
科
学
リ
テ
ラ

シ
ー
を
持
つ
職
員
の
育
成
・
増
強
を
図
る
こ
と
。

(

２)

社
会
の
関
心
や
科
学
技
術
情
報
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
情
報
の
発
信

国
立
国
会
図
書
館
は
、
環
境
、
医
療
・
薬
学
、
原

子
力
発
電
、
自
然
災
害
等
の
国
民
が
広
く
関
心
を
持

つ
様
々
な
科
学
技
術
関
連
の
話
題
に
関
す
る
情
報
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
有
用
な
情
報
の
発
信
や
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
活
動
を
、
大
学
・
公
共
図
書
館
等
と
の
緊
密

な
連
携
を
通
じ
て
展
開
す
る
と
と
も
に
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
る
個
人
に
対
し
て
も
遠
隔
地

(

自
宅)

か

ら
の
情
報
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
に
対
応
し
た
情
報
発
信
型
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
育
成
と
拡
充
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
の
科
学
技
術
情
報
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
電
子
図
書
館
機
能
を
基
盤
と
し
た
文
献
提
供

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

(

３)

科
学
技
術
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め

に

国
立
国
会
図
書
館
は
、
主
と
し
て
国
際
子
ど
も
図

書
館
の
活
動
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成
等
、
科
学
技
術
振
興
の

基
礎
と
な
る
人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
。

特
に
子
ど
も
の
想
像
力
を
豊
か
に
し
、
科
学
探
求

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
創
意
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
学
校
図
書
館
等
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
。

Ⅲ

科
学
技
術
情
報
ポ
ー
タ
ル
の
構
築
に
向
け
た
関

係
機
関
と
の
連
携
の
実
現

国
の
科
学
技
術
情
報
に
か
か
わ
る
流
通
・
蓄
積
基

盤
が
十
全
に
機
能
し
、
社
会
に
向
け
た
情
報
発
信
が

よ
り
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、｢

科
学
技

術
電
子
図
書
館｣

と
も
い
う
べ
き
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・

ポ
ー
タ
ル
の
構
築
が
望
ま
れ
る
。
国
立
国
会
図
書
館

は
、
こ
の
課
題
を
国
全
体
の
問
題
と
捉
え
、
主
体
的

に
解
決
す
べ
く
、
我
が
国
の
科
学
技
術
振
興
を
担
う

科
学
技
術
振
興
機
構
、
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構

国
立
情
報
学
研
究
所
及
び
高
等
教
育
機
関
、
国
立
研

究
機
関
付
設
の
図
書
館
等
の
主
要
な
関
係
機
関
と
連

携
・
協
力
し
、
統
合
的
な
情
報
ア
ク
セ
ス
の
方
策
や

各
々
の
役
割
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と
。
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｢
か
し
ん｣

｢
k

a
sh

in
｣

は
、
当
館
で
は
結
構
有

名
な
こ
と
ば
で
す
が
、
本
名
の
科
学
技
術
関
係
資
料

整
備
審
議
会
を
ス
ラ
ス
ラ
言
え
た
ら
、
相
当
な
通
で

し
ょ
う
。

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
、
い
わ
ゆ
る

｢

か
し
ん｣

は
当
館
の
科
学
技
術
関
係
資
料
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
館
長
の
諮
問
に
応

え
調
査
審
議
す
る
た
め
に
設
け
ら
て

お
り
、
館
外
の
科
学
技
術
に
関
す
る

学
識
経
験
者
一
一
名
か
ら
な
る
組
織

で
す
。
委
員
の
先
生
方
に
は
、

二
〇
〇
五
年
国
際
科
学
技
術
財
団

｢

日
本
国
際
賞｣

を
受
賞
さ
れ
た
委

員
長
を
は
じ
め
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

を
受
賞
さ
れ
た
委
員
、｢

光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
父｣

と
称
さ
れ
る
委
員
、
電

子
情
報
や
著
作
権
問
題
の
第
一
人
者
、

日
本
の
科
学
技
術
情
報
の
流
通
に
は
欠
か
せ
な
い
機

関
の
長
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
九
六
一
年
の
第
一
回
以
来

｢

か
し
ん｣

は
科
学

技
術
情
報
の
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
活
発
に
議
論
を

行
い
な
が
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
答
申

お
よ
び
意
見
は
、
日
本
の
科
学
技
術
振
興
の
た
め
に

当
館
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
重
要
な
指
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。

科
学
技
術
情
報
に
は
、
海
外
に
流
出
す
る
研
究
者

と
研
究
情
報
、
電
子
化
が
進
む
外
国
雑
誌
の
高
騰
、

海
外
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
動
き
な
ど
様
々
な
検

討
課
題
が
あ
り
、
最
近
の
審
議
内
容
は
ま
す
ま
す
幅

広
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
事
務
局
で
も
、

そ
う
し
た
海
外
の
学
術
情
報
の
動
向

に
常
に
眼
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
海
外
の
動
向
を
ふ
ま

え
て
、
電
子
情
報
環
境
下
の
科
学
技

術
情
報
整
備
と
い
う
大
き
な
課
題
に

取
り
組
む
た
め
に
、
作
業
部
会
を
設

置
し
て
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
い
た

た
め
、
一
年
を
通
し
て
先
生
方
と
連

絡
を
取
り
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
は
お
忙
し
い
方
ば
か
り
で
、

連
絡
が
取
れ
な
い
な
あ
と
思
っ
て
い

る
と
、
ふ
と

｢

今
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
す｣

と
外
国
か
ら

メ
ー
ル
が
届
い
た
り
。

｢
k

a
sh

in
｣

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
…
、
小
さ
な
事
務

室
か
ら
広
い
世
界
に
眼
を
向
け
て
、
未
来
へ
続
く
審

議
会
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

(

科
学
技
術
・
経
済
課

｢

か
し
ん｣
事
務
局)

527号／2005② 国立国会図書館月報― 17―

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
六
回

豆
本
―
ち
ひ
さ
き
も
の
の
世
界
―

平
成
一
七
年
三
月
一
七
日

(

木)

か
ら

五
月
一
七
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

｢

な
に
も
な
に
も
、
ち
ひ
さ
き
も
の
は
み
な

う
つ
く
し｣

と
は
枕
草
子
の
一
節
で
す
。｢

う

つ
く
し｣

は
、
現
在
で
は

｢

か
わ
い
い｣

と
い

う
意
味
に
な
り
ま
す
。

船
や
車
な
ど
の
模
型
を
は
じ
め
、
箱
庭
・
盆

栽
な
ど

｢

ち
ひ
さ
き
も
の｣

は
、
い
つ
の
時
代

も
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
本
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

日
本
で
は
江
戸
時
代
に
始
ま
る
小
型
の
本
を

総
称
し
て
豆
本
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
袖
し
ゅ
う

珍ち
ん

本
、
巾き
ん

箱そ
う

本
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
具
体
的
な
大

き
さ
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
お
む
ね
縦
一
〇
㎝
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

豆
本
収
集
家
と
し
て
有
名
だ
っ
た
市
島
春
城

(

一
八
六
〇
‐
一
九
四
四)

も
収
集
対
象
は
縦

三
寸
五
分

(

約
一
〇
・
六
㎝)

、
幅
二
寸
五
分

(

約
七
・
六
㎝)

を
基
準
と
し
、
こ
の
大
き
さ

が
一
番
恰
好
が
よ
い
、
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
明
治
初
期
か
ら
現
在
ま

で
に
刊
行
さ
れ
た
豆
本
を
、
幅
広
く
紹
介
い
た

し
ま
す
。
清
少
納
言
も
好
ん
だ

｢

ち
ひ
さ
き
も

の｣

の
世
界
を
垣
間
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
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公務員
(研究職・技術職)

6％

(研究職・技術職)
17％

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
当
館
の
果
た
す
べ
き
使
命
・

役
割
お
よ
び
将
来
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
す
る

た
め
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、

具
体
的
な
目
標
・
基
準
の
下
に
年
度
ご
と
の
取
組
み
を

行
い
、
評
価
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

(

注)

。

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
業
務
の
改
善
に
つ
な

げ
る
た
め
に
、
利
用
者
の
利
用
実
態
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の

満
足
度
や
要
望
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
昨
年
度
の
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(

本
誌
五
一
六
号
参
照)

に
お

い
て
回
収
数
の
少
な
か
っ
た
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

以

下

Ｈ
Ｐ)

利
用
者
を
対
象
に
、
調
査
方
法
を
改
善
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
七
月
二
三
日
か
ら
九

月
二
四
日
ま
で
の
間
、
Ｈ
Ｐ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
入
力
フ
ォ
ー

ム
を
用
意
し
、
回
答
者
が
画
面
上
で
容
易
に
記
入
お
よ

び
送
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
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17歳以下
2％

18～19歳
2％

60歳以上
7％50～59歳

12％

30～39歳
30％

20～29歳
28％

図１ 回答者の年齢層別内訳

40～49歳
19％

図２ 回答者の職業別内訳

遠
隔
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
見
た
国
立
国
会
図
書
館

―
平
成
一
六
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
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た
、
複
写
製
品
の
郵
送
の
際
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力
依

頼
文
を
同
封
す
る
等
の
広
報
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
回
答
数
は
八
〇
八

件
、
う
ち
有
効
回
答
数
は
七
七
一

件
で
し
た
。
今
回
の
回
答
者
の

傾
向
を
見
る
と
、
約
六
三
％
が

郵
送
等
の
申
込
み
に
よ
り
当
館

資
料
の
複
写
物
を
送
付
す
る
遠

隔
利
用
サ
ー
ビ
ス

(

以
下

郵

送
複
写
サ
ー
ビ
ス)

利
用
者
で

あ
り
、
回
答
傾
向
に
も
そ
の
属

性
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
回

答
者
の
年
齢
層
別
内
訳
、
職
業

別
内
訳
、
登
録
利
用
者
制
度
の

登
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
グ

ラ
フ
で
示
し
ま
し
た

(

図
１
、
２
、
３)

。

以
下
、
平
成
一
六
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

(

注)

ビ
ジ
ョ
ン
、
重
点
目
標
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
基
準
に
つ
い
て
は
、

国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.

jp
/
jp

/
a
b
o
u

tu
s/

v
isio

n
- 2004.h

tm
l)

ま
た
は
本
誌
五
二
〇

号

(

二
〇
〇
四
年
七
月)

参
照
。

一

利
用
実
態

①
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

Ｈ
Ｐ
を
月
に
一
回
以
上
利
用
し
て
い
る
人
は
八
割
を
占
め
、
そ
の

う
ち

｢

毎
日｣

利
用
し
て
い
る
人
は
一
割
で
し
た

(

図
４)

。

Ｈ
Ｐ
の
利
用
目
的
は
、｢

学
術
・
研
究｣

が
七
割
弱
、
つ
い
で

｢

一
般
調
査
・
趣
味
・
教
養｣

が
約
四
割
で
す

(

図
５)

。
Ｈ
Ｐ
を
利
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図３ 登録利用者制度の登録の有無

図４ ＨＰの利用頻度

図５ ＨＰの利用目的

今回が初めて

9％ 年に１回以上

11％

毎日

10％

週に1回以上

35％

月に１回以上

35％

0 10 20 30 40 70 (％)50 60



用
す
る
目
的
を
達
成
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、｢

達

成
で
き
る｣

｢

だ
い
た
い
達
成
で
き
る｣

と
の
回
答
が
八
割
以
上
で

し
た
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
利
用
し
て
い
る
情
報
・
資
料
の
分
野
に
つ

い
て
は
、
五
割
が

｢

人
文｣

、
四
割
が

｢

科
学
技
術｣

、
つ
い
で

｢

経

済
・
社
会｣

｢
政
治
・
法
律
・
行
政｣

と
い
う
回
答
で
し
た
。
た
だ

し
、｢

ビ
ジ
ネ
ス｣
目
的
の
利
用
者
の
場
合
は
、｢

科
学
技
術｣

分
野

の
情
報
・
資
料
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
七
割

と
な
り
ま
し
た
。

よ
く
利
用
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
約
九
割
が

｢

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ)｣

と
回
答
し
ま
し
た
。
他
に
比
べ
て
際
立
っ
て
お
り
、

Ｈ
Ｐ
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
利
用
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
次
に
利
用
の
多
か
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、

｢

各
種
総
合
目
録｣

｢

日
本
全
国
書
誌｣

｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー｣

｢

図
書
館
員
の
ペ
ー
ジ｣

が
二
〜
五
番
目
を
占
め
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
利
用
率
は
一
割
前
後
で
し
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
を

｢
今
回
初

め
て｣

利
用
し
た
人
の
利
用
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
る
と
、
六
割
が

｢

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ｣

、
つ
い
で
二
割
弱
が

｢

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

(

Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ)｣

｢

テ
ー
マ
別
調
べ
方

案
内｣

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

②
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を

｢

頻
繁
に
利
用
し
て
い
る｣

と
の
回
答
は

六
割
、｢

た
ま
に
利
用
し
て
い
る｣

と
の
回
答
と
合
わ
せ
る
と
、
全

体
の
約
九
割
に
達
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、｢

存
在
を
知
ら
な
か
っ
た｣

人
も
一
割
弱
い
ま
す

(

図
６)

。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
用
に
よ
っ
て
、
目
的
の
資
料
が
見
つ
か

る
か
ど
う
か
の
質
問
に
は
、｢

見
つ
か
る｣

｢

だ
い
た
い
見
つ
か
る｣

が
合
わ
せ
て
九
割
弱
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、｢

地
図
資
料｣

を

探
し
た
人
の
場
合
は
、｢

あ
ま
り
見
つ
か
ら
な
い｣

｢

見
つ
か
ら
な
い｣

が
三
割
を
超
え
ま
し
た
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
利
用
者
の
う
ち
六
割
が
、
よ
く
利
用
す
る
Ｎ

Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

｢

雑
誌
記
事
索
引
の
検
索｣
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図７ 郵送複写サービスの利用頻度

図６ ＮＤＬ‐ＯＰＡＣの利用頻度

存在を知ら
なかった
7％

頻繁に利用
している
63％

利用して
いない
4％

たまに利用
している
26％

存在を知ら
なかった
9％

頻繁に利用
している
28％

利用して
いない
28％

たまに利用
している
35％



と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
で
は
、｢

雑
誌
記
事
索
引
の
採
録
誌
範

囲
の
拡
大｣

の
改
善
希
望
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
、
雑
誌
記
事
索
引
に
追
加
を
望
む

デ
ー
タ
や
採
録
誌
の
範
囲
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

五
割
強
が

｢

採
録
誌
の
初
号
か
ら
の
遡
及
デ
ー
タ｣

、

四
割
が

｢

最
近
創
刊
さ
れ
た
雑
誌｣

、
二
割
が

｢

一
九
七
四
年
以
前
の
科
学
技
術
関
係｣

と
回
答
し

ま
し
た
。

③
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を

｢

頻
繁
に
利
用
し
て
い
る｣

｢

た
ま
に
利
用
し
て
い
る｣

利
用
者
は
、
全
体
の
約

六
割
で
し
た

(

図
７)

。
登
録
利
用
者
に
限
っ
て
見

る
と
、
八
割
以
上
が
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
に
、
よ

く
使
う
申
込
手
段
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
七
割
弱
が

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ)｣

、

二
割
強
が

｢

郵
送｣

、
一
割
が

｢

お
近
く
の
図
書
館

(

室)

を
通
し
て｣

と
い
う
回
答
で
し
た
。

二

満
足
度
と
改
善
要
望

①
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
全
般
的
な
満
足
度
は
い
か
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図８ 全般的満足度
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が
で
す
か
？

当
館
の
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
全
般
的
満

足
度
は
、｢

満
足｣

｢

や
や
満
足｣

が
約
八
割
、｢

や

や
不
満
足｣

｢

不
満
足｣

が
約
二
割
で
し
た

(

図
８)

。

②
各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
は
？

改
善
を
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
？

Ｈ
Ｐ
・
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
お
よ
び
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
に
つ
い

て
、
グ
ラ
フ
で
示
し
ま
し
た

(
図
９
、
10
、
11)

。

こ
れ
ら
は
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
を

｢

満
足｣

｢

や
や
満
足｣

を
満
足
層
に
、｢

や
や
不
満
足｣
｢

不

満
足｣

を
不
満
足
層
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

当
館
の
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
改
善
・
充

実
を
望
む
点
を
、
回
答
数
が
多
か
っ
た
順
に
グ
ラ
フ

で
示
し
ま
し
た

(

図
12)

。
改
善
希
望
度
が
四
〇
％

と
は
、
回
答
者
の
四
割
が
改
善
を
望
ん
で
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
概
し
て
満

足
層
の
ほ
う
が
不
満
足
層
よ
り
多
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
満
足
層
と
不
満
足
層
の
差
が
な
く
、

か
つ
、
最
も
不
満
足
層
の
多
い
項
目
が

｢

複
写
製
品

の
提
供
ま
で
に
か
か
る
日
数｣

で
し
た
。
改
善
希
望

度
も
最
も
高
く
、
四
五
％
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
点

に
つ
い
て
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
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図11 郵送複写サービスの満足度
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Ｈ
Ｐ
・
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
を
見
る

と
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り
、
不
満
足
層
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、｢(

Ｈ
Ｐ
の)

目
的
と
す

る
情
報
の
探
し
や
す
さ｣

｢(

Ｈ
Ｐ
の)

目
的
と
す
る

情
報
の
詳
細
度｣

｢

蔵
書
の
電
子
化｣

が
、
改
善
希

望
度
の
上
位
五
位
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
の

内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
構
成
等
に
つ
い
て

も

｢

探
し
や
す
さ｣

｢
利
用
の
し
や
す
さ｣

に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、｢

蔵
書

の
電
子
化｣

に
つ
い
て
は
、
自
由
記
入
欄
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
か
ら
、｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

等
に
対
す
る
高
い
評
価
や
期
待
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
で
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
た
課
題
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
今
後

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
お
よ
び
業
務
改
善
に
お
い
て
、
十

分
に
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

(

総
務
部
企
画
・
協
力
課)
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図12 各サービスの改善希望度
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国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
国
際
交
流
基
金
と
共
催
し
、
ま
た
、
国

際
文
化
会
館
、
国
立
情
報
学
研
究
所
の
協
力
に
よ
り
、
平
成
一
六
年

一
一
月
二
八
日
か
ら
一
二
月
一
七
日
ま
で
の
三
週
間
、
当
館

(

東
京

本
館
、
関
西
館)

、
国
立
情
報
学
研
究
所
を
お
も
な
会
場
と
し
て
日

本
研
究
情
報
専
門
家
研
修
を
実
施
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
海
外
の
大
学
・
研
究
機
関
、
国
立
・
公
立
図
書
館

等
に
勤
務
し
日
本
研
究
情
報
を
扱
っ
て
い
る
専
門
家

(

司
書
等)

を

対
象
に
、
①
日
本
に
お
け
る
情
報
発
生
・
流
通
の
仕
組
み
と
必
要
な

情
報
・
資
料
の
収
集
源
・
入
手
ル
ー
ト
の
理
解
、
②
有
用
な
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
情
報
源
の
概
要
・
特
徴
の
把
握
、
③
日
本
国
内
の
主
要
情
報

機
関
担
当
者
お
よ
び
研
修
生
間
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
・
拡
充
等
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
。
今
回
の
研
修
生
は
、
韓
国
、

中
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
豪
州
、
カ
ナ

ダ
、
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
英

国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
の

一
三
か
国
か
ら
計
一
七
名
で
あ
っ
た
。

研
修
で
は
、｢

国
内
の
出
版
流
通
事
情｣

や

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
の
活
用｣

を
は

じ
め
と
す
る
各
種
講
義
の
ほ
か
、
大
学
図

書
館
や
学
術
研
究
機
関
・
博
物
館
等
の
図
書
館
類
縁
機
関
の
見
学
を
、

関
東
地
区
・
近
畿
地
区
の
両
方
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
学
術

文
献
の
流
通
と
入
手
に
関
し
て
、
大
学
図
書
館
の
収
集
担
当
者
お
よ

び
学
術
出
版
関
係
者
か
ら
報
告
を
聞
く
場
を
設
け
、
報
告
者
と
研
修

生
と
の
間
で
質
疑
・
懇
談
を
行
っ
た
。

一
二
月
九
日
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
国
際
交
流
基

金
と
国
際
文
化
会
館
と
の
共
催
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢

デ
ジ

タ
ル
時
代
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

日
本
研
究
に
関
わ
る
学
術
図

書
館
を
中
心
と
し
て｣

が
、
国
際
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ

で
は
、
研
修
生
と
国
内
の
図
書
館
員
か
ら
、
学
生
を
対
象
と
し
た
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
た
。

研
修
生
か
ら
は
、
最
新
情
報
の
入
手
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
の
点
か
ら
今
後
の
業
務
に
た
い
へ
ん
有
益
で
あ
る
、
帰
国
後
、
自

国
の
他
の
図
書
館
員
や
日
本
研
究
者
に
も
研
修
成
果
を
広
め
た
い
等
、

研
修
内
容
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
得
た
。

な
お
、
こ
の
研
修
は
、
今
回
を
も
っ
て
当
初
予
定
の
三
か
年
を
終

了
す
る
が
、
継
続
を
求
め
る
声
も
多
い
。
関
係
機
関
と
今
後
に
つ
い

て
の
検
討
協
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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平
成
一
六
年
度

日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修



上
野
動
物
園
の
あ
ゆ
み

開
園
１
２
０
周
年

記
念

１
８
８
２
―
２
０
０
２

上
野
動
物

園
編
・
刊

(

〒
110-
8711

台
東
区
上
野
公
園
九
‐
八
三)

二
〇
〇
三
・
三

二
〇
七
頁

Ａ
４

(R
A

12-H
10)

こ
の
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、
つ
い
上
野
動
物
園
ま

で
出
か
け
て
し
ま
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
写
真
を
見
て

い
た
ら
、
自
分
の
目
で
今
の
上
野
動
物
園
を
確
か
め

た
く
な
っ
た
の
だ
。
本
文
中
の
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で

小
さ
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、｢

写
真
で
見
る
二
十

年｣

の
項
に
は
、
ア
ル
バ
ム
形
式
で
一
九
八
一
年
か

ら
一
年
一
頁
ず
つ
そ
の
時
々
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
ち
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
カ
ラ
ー
写
真
で
そ

の
年
に
来
園
し
た
動
物
た
ち
や
、
長
い
間
多
く
の
人

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
動
物
た
ち
、
誕
生
し
た
動
物

た
ち
、
動
物
園
で
の
催
し
、
新
し
く
建
て
替
え
た
施

設
の
様
子
な
ど
が
目
で
見
て
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
写
真
に
写
っ
て
い
る
来
園
者
の
雰
囲
気
も
よ

い
。そ

れ
か
ら
、
本
文
と
と
も
に
上
野
動
物
園
を
支
え

て
き
た
人
々
の
コ
ラ
ム
が
あ
り
、
動
物
た
ち
が
や
っ

て
く
る
ま
で
の
苦
労
、
出
産
の
と
き
の
様
子
、
上
野

動
物
園
の
水
族
館
が
老
朽
化
し
た
た
め
作
ら
れ
た
葛

西
臨
海
水
族
園
が
で
き
る
ま
で
の
こ
と
な
ど
、
多
く

の
人
々
の
努
力
が
し
の
ば
れ
る
と
同
時
に
、
が
ん
ば
っ

て
生
き
て
き
た
動
物
た
ち
に
礼
を
い
い
た
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
は
二
〇
〇
二
年
三
月
の
開
園

一
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
だ
が
、
内

容
は
こ
こ
二
〇
年
の
こ
と
が
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
前
の
こ
と
は
簡
単
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
百
周
年
を
迎
え
た
と
き
に

『

上
野
動
物
園
百

年
史』

(

東
京
都
恩
賜
上
野
動
物
園
刊

一
九
八
二

年

二
冊

(

本
編
、
資
料
編)
当
館
請
求
記
号R

A

12

‐21)

を
刊
行
し
た
た
め
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
も
あ

わ
せ
て
読
む
と
、
上
野
動
物
園
の
歴
史
が
詳
し
く
わ

か
る
。
年
表
や
初
来
園
動
物
一
覧
な
ど
も
、
両
方
を

あ
わ
せ
る
と
よ
り
資
料
的
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『

上
野
動
物
園
の
あ
ゆ
み』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、

今
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

動
物
園
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う
意
味
で
つ
け
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
二
〇
年
の
間
に
、
動
物
園
を
取
り
巻
く
環
境

も
変
わ
っ
た
。
野
生
の
動
物
た
ち
は
開
発
な
ど
に
よ
っ

て
生
息
地
を
狭
め
ら
れ
、
数
が
減
り
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
も
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
動
物
園
は
、

動
物
を
観
察
し
て
楽
し
ん
だ
り
学
ん
だ
り
す
る
だ
け

で
な
く
、
野
生
動
物
を
生
息
地
と
連
携
し
て
飼
育
繁

殖
さ
せ
た
り
、
人
と
自
然
が
と
も
に
暮
ら
せ
る
環
境

の
大
切
さ
を
伝
え
た
り
す
る
役
割
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
、
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
繁
殖
、
ズ
ー
ス
ト
ッ
ク
計
画
と

ゴ
リ
ラ
の
繁
殖
な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

飼
育
環
境
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る

｢

環
境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト｣

に
つ
い
て
あ
ま
り
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
少
し
残
念
だ
。
飼
育
す
る
人

た
ち
が
、
動
物
の
習
性
を
理
解
し
な
が
ら
そ
れ
を
う

ま
く
引
き
出
す
仕
事
は
、
地
味
だ
け
れ
ど
大
切
な
こ

と
だ
。
上
野
動
物
園
で
も
、
オ
オ
ア
リ
ク
イ
が
え
さ

の
入
っ
た
ボ
ト
ル
に
長
い
舌
を
出
し
入
れ
し
て
食
事

し
て
い
た
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
リ
ン
リ
ン
は
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竹
筒
に
入
っ
た
さ
と
う
き
び
の

｢

パ
ン
ダ
お
み
く
じ｣

を
ひ
い
て
食
べ
る
ら
し
い
。

て
く
て
く
ぶ
ら
ぶ
ら
の
そ
の
そ
と
園
内
を
歩
き
回
っ

て
い
た
ら
、
売
店
に

｢

体
験
メ
ニ
ュ
ー
・
パ
ン
ダ
だ

ん
ご｣

と
い
う
看
板
が
あ
っ
た
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
の
リ
ン
リ
ン
が
食
べ
て
い
る

｢

パ
ン
ダ
だ
ん
ご｣

と
ほ
ぼ
同
じ
材
料
を

使
い
、
人
に
も
食
べ

や
す
く
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
ら
し
い
。
食

べ
て
み
た
ら
、
ほ
ん

の
り
甘
く
て
何
だ
か

懐
か
し
い
味
が
し
た
。

(

橋
本

は
し
も
と

美
紀
み

き)

虎
屋
の
五
世
紀

伝
統
と
革
新
の
経
営

虎
屋

刊

(

〒
107-
8401

港
区
赤
坂
四
‐
九
‐
二
二)

二
〇
〇
三
・
一
一

通
史
編

四
六
二
頁

Ａ
４

(D
H

22-H
151)

史
料
編

二
七
九
頁

Ａ
４

(D
H

22-H
152)

京
都
に
実
家
が
あ
る
私
は
、
東
京
へ
の
京
土
産
を

選
ぶ
時
、
虎
屋
の
菓
子
を
選
ぶ
こ
と
に
少
し
た
め
ら

う
。
虎
屋
が
多
く
の
東
京
の
百
貨
店
に
出
店
し
て
い

る
か
ら
か
。
そ
れ
と
も
明
治
の
東
京
遷
都
の
際
に
、

虎
屋
は
、
あ
っ
さ
り
東
行
し
た
菓
子
屋
で
あ
る
と
の

思
い
込
み
の
せ
い
か
。

そ
の
虎
屋
が
出
し
た
初
め
て
の
社
史
で
あ
る
。
し

か
も
、
そ
の
歴
史
は
実
に
五
世
紀
に
及
ぶ
。
そ
の
長

い
歴
史
の
中
で
虎
屋
の
最
大
の
特
徴
は
、
御
所
の
御

用
菓
子
屋
を
長
く
つ
と
め
た
点
に
あ
る
。
御
陽
成
天

皇
の
在
位
中

(

一
五
八
六
〜
一
六
一
一)

に
始
ま
っ

た
御
所
御
用
に
関
す
る
記
述
が
本
書
の
中
で
も
大
き

な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
寛
永
一
二
年

(

一
六
三
五)

に
明
正
天
皇
が
御
水
尾
上
皇
の
御
所

を
行
幸
さ
れ
た
と
き
に
、
虎
屋
が
納
め
た
菓
子
の
一

覧
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
饅
頭
、
雪
餅
、
羊
羹
、
落

雁
、
カ
ス
テ
ラ
、
カ
ル
メ
ラ
な
ど
な
ど
。
純
然
た
る

菓
子
屋
の
販
売
記
録
と
し
て
は
、
現
在
最
古
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
。

虎
屋
の
菓
子
を
愛
顧
し
た
の
は
御
所
だ
け
で
は
な

い
。
御
用
記
録
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
江
戸
中
期
の
顧

客
と
し
て
、
近
衛
家
久
、
一
条
兼
輝
、
九
条
輔
実
な

ど
公
家
の
名
前
、
阿
波
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
綱
矩
、
肥

前
佐
賀
藩
主
鍋
島
吉
茂
、
陸
奥
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村

な
ど
大
名
の
名
前
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
西
国

大
名
は
参
勤
交
代
で
国
元
と
江
戸
を
往
復
す
る
途
中
、

旅
の
楽
し
み
と
し
て
菓
子
を
注
文
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
注
文
量
が
特
に
多
い
大
名
は
、
宿

泊
先
の
本
陣
な
ど
へ
の
土
産
に
も
し
た
の
で
は
と
本

書
は
推
量
し
て
い
る
。
諸
大
名
を
も
顧
客
に
も
つ
た

め
か
、
虎
屋
は
一
八
世
紀
初
頭
に
江
戸
に
出
店
し
た
。

こ
の
出
店
は
半
年
で
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
人
の
移

動
、
菓
子
と
い
う
文
物
の
移
動
、
資
本
の
移
動
と
い

う
国
内
交
流
の
拡
大
を
も
、
本
書
は
浮
き
彫
り
に
し

て
い
る
。

さ
ら
に
江
戸
時
代
は
現
代
に
つ
な
が
る
商
慣
行
が

発
展
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
現
代
の
就
業

規
則
に
相
当
す
る

｢

掟
書｣

を
定
め
て
い
る
。｢

倹

約
を
第
一
に
心
が
け
、
良
い
提
案
が
あ
れ
ば
各
自
文

書
に
し
て
提
案
す
る
こ
と｣

｢

仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
な
こ
と
を
励
み
、
上
の
者
が
徐
々
に
下
の
者
へ

教
え
る
事｣

な
ど
、
現
代
で
も
通
じ
る
規
定
が
あ
る
。

そ
し
て
、
明
治
維
新
の
東
京
進
出
で
あ
る
。
東
京

に
出
る
か
、
京
都
に
残
る
か
は
大
変
難
し
い
選
択
だ
っ

た
よ
う
だ
。
本
書
を
読
む
と
、
い
わ
ば

｢

す
り
足｣

で
慎
重
な
上
に
も
慎
重
な
プ
ロ
セ
ス
を
重
ね
て
の
東

京
進
出
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
遷
都
の
前
年
の

江
戸
行
幸
の
際
に
も
、
店
主
の
兄
が
同
行
し
、
天
皇
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が
召
し
上
が
る
菓
子
、
行
幸
の
途
中
で
農
民
に
下
賜

す
る
菓
子
を
作
成
し
た
と
い
う
。
御
所
と
菓
子
屋
の

強
い
結
び
付
き
が
み
え
る
。
虎
屋
は
あ
っ
さ
り
京
都

を
去
っ
た
と
長
年
思
っ
て
い
た
の
は
、
私
の
大
き
な

誤
解
で
あ
っ
た
。

明
治
以
降
は
、
御
所
御
用
の
虎
屋
が
高
級
感
を
大

切
に
し
つ
つ
、
顧
客
層
を
拡
大
し
て
い
く
時
代
で
あ

る
。
宣
伝
広
告
活
動
の
あ
り
方
、
店
主
の
社
会
的
・

政
治
的
働
き
か
け
、
経
営
改
革
や
労
務
改
革
な
ど
、

家
内
制
手
工
業
的
な
商
店
が
近
代
的
な
企
業
へ
と
発

展
す
る
過
程
は
、
菓
子
業
界
に
留
ま
ら
な
い
、
普
遍

的
な
、
産
業
の
発
展
過
程
を
う
つ
し
出
し
て
い
る
。

本
書
は
通
史
編
と
史
料
編
か
ら
な
る
。
通
史
編
は
、

｢

第
１
部

前
近
代
の
虎
屋｣

｢

第
２
部

近
代
社
会
と

虎
屋｣

｢

第
３
部

企
業
化
の
時
代｣
｢

第
４
部

老
舗

企
業
の
飛
躍
に
向
け
て｣

と
巻
末
の

｢

資
料
編｣

を

掲
載
。
文
書
類
等
の
写
真
や
図
表
も
多
い
。
史
料
編

で
は
、
古
文
書
の
翻
刻
を
掲
載
。
菓
子
の
歴
史
、
貴

人
と
菓
子
の
関
係
史
、
商
業
の
発
展
史
、
そ
し
て
菓

子
づ
く
り
を
家
業
と
す
る
黒
川
家
の
現
一
七
代
目
当

主
に
至
る
一
族
の
歴
史
、
様
々
な
観
点
か
ら
読
め
る
。

何
よ
り
も
虎
屋
が
五
世
紀
と
い
う
長
い
歴
史
を
も
ち
、

相
当
量
の
古
文
書
を
保
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
い

く
つ
か
の
大
き
な
歴
史
の
変
革
期
に
お
い
て
、
そ
の

存
続
を
か
け
て
、
ど
う
立
ち
向
か
っ
た
か
を
生
の
記

録
で
語
ら
せ
て
い
る
点
が
本
書
の
魅
力
で
あ
る
。

(

片
山

か
た
や
ま

信
子

の
ぶ

こ)

�
�

�
�

(

東
京
本
館)

平
成
一
六
年
一
〇
月
五
日

サ
ロ
メ
・
マ
タ
ン
ガ
ニ

氏

(

ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
図
書
館
長)

一
〇
月
一
三
日

埼
玉
県
比
企
地
区
公
共
図
書
館
協

議
会
職
員
部
会
一
一
名

一
〇
月
一
八
日
〜
一
二
月
一
日

プ
ラ
デ
ィ
ー
プ
・

バ
ッ
タ
ラ
イ
氏

(

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館)

一
〇
月
一
九
日

福
岡
市
博
多
南
図
書
館
一
名

一
〇
月
二
八
日

韓
国
・
蔚
山
広
域
市
北
区
役
所

一
四
名

一
一
月
四
日

ニ
コ
ラ
ー
エ
フ
・
Ｎ
・
Ｖ

夫
妻

(

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
稀
購
本

部
門
長)

一
一
月
五
日

高
岡
市
立
中
央
図
書
館
二
名

一
一
月
八
日
〜
一
二
日

第
二
四
回
日
中
業
務
交
流
・

中
国
国
家
図
書
館
代
表
団
五
名

一
一
月
一
〇
日

千
葉
県
公
共
図
書
館
協
会
一
六
名

一
一
月
一
二
日

イ
ア
ン
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
氏

(

カ
ナ

ダ
国
立
図
書
館
公
文
書
館
長)

一
一
月
一
七
日

埼
玉
県
図
書
館
協
会
視
聴
覚
奉
仕

研
修
会
三
一
名

一
一
月
一
八
日

ベ
ト
ナ
ム
・
漢
喃
研
究
所
員
四
名

一
一
月
二
二
日

ヨ
ウ
ニ
・
ラ
イ
テ
ィ
ネ
ン
氏(

フ
ィ

ン
ラ
ン
ド)

一
一
月
二
五
日

Ｒ.

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
氏

(

国

際
図
書
館
連
盟
事
務
局
長)

一
一
月
二
六
日

中
国
・
マ
カ
オ
図
書
館
情
報
管
理

協
会
八
名

一
一
月
二
六
日

リ
シ
ャ
ー
ル
・
ト
ゥ
ア
ン
氏

(

カ

ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
立
図
書
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保

存
部
長)

一
一
月
二
九
日
〜
一
二
月
一
七
日

日
本
研
究
情
報

専
門
家
研
修
研
修
生
一
七
名

一
一
月
三
〇
日

上
伊
那
図
書
館
協
会
高
等
学
校
図

書
館
部
会
七
名

一
二
月
六
日

ス
パ
ポ
ー
ン
・
カ
オ
ス
ム
ア
ン
氏

(

タ
イ
・
タ
マ
ー
サ
ー
ト
大
学
プ
リ
デ
ィ
ー
・
パ

ノ
ム
ヨ
ン
図
書
館
館
長)

一
二
月
一
〇
日

シ
ャ
ロ
ン
・
ド
マ
イ
ヤ
ー
氏

(

米
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国
・
Ｎ
Ｃ
Ｃ
東
ア
ジ
ア
研
究
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー

ビ
ス
諮
問
委
員
会
議
長)

一
二
月
一
四
日

ア
ン
・
コ
フ
ォ
ー
ド
氏

(

駐
日
欧

州
委
員
会
代
表
部
広
報
部
次
長)

一
二
月
一
七
日

呉
格
氏

(

中
国
・
復
旦
大
学
図
書

館
古
籍
部
主
任)

一
二
月
二
〇
日

李
萬
烈
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
委

員
長
一
行
三
名

一
二
月
二
〇
日

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
招
待
者

(

中
国
・
韓
国)

一
五
名

一
二
月
二
〇
日

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ン
ワ
ー
ル
・
ザ

ル
マ
イ
ヤ
ー
ル
氏

(

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立
公
文

書
館
長)

、
グ
ド
ラ
ッ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
・
マ
ア
ス
ー

メ
イ
ー
氏

(

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立
公
文
書
館
史

的
文
献
担
当
部
長)＊

＊

＊

平
成
一
六
年
一
〇
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、

学
校
関
係
二
件
二
〇
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

二
件
三
四
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

(

関
西
館)

平
成
一
六
年
一
〇
月
一
四
日

和
歌
山
県
高
等
学
校

学
校
図
書
館
研
究
会
四
一
名

一
〇
月
二
八
日

韓
国
図
書
館
協
会
五
名
、
国
内
フ

ラ
ン
ス
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
司
書
八
名

一
一
月
一
日
〜
二
日

プ
ラ
デ
ィ
ー
プ
・
バ
ッ
タ
ラ

イ
氏

(

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館)

一
一
月
四
日

リ
ン
・
ク
ツ
カ
ケ
氏

(

カ
ナ
ダ
・
ト

ロ
ン
ト
大
学
図
書
館)

一
一
月
一
二
日

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連

絡
協
議
会
近
畿
部
会
二
〇
名

一
一
月
一
三
日

イ
ア
ン
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
氏

(

カ
ナ

ダ
国
立
図
書
館
公
文
書
館
長)

、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ス
タ
ッ
キ
ー
氏

(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
公
文
書

館
副
館
長)

一
一
月
一
五
日
〜
一
六
日

第
二
四
回
日
中
業
務
交

流
・
中
国
国
家
図
書
館
代
表
団
五
名

一
一
月
一
五
日

中
国
・
中
城
連
盟
代
表
訪
日
団

一
四
名

一
一
月
一
九
日

日
本
製
薬
情
報
協
議
会
三
八
名

一
一
月
二
二
日

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
二
名

一
一
月
二
四
日

和
歌
山
市
民
図
書
館
四
名

一
一
月
二
五
日

静
岡
県
図
書
館
協
会
二
三
名
、
総

務
省
統
計
研
修
所
統
計
図
書
館
二
名

一
一
月
二
九
日

東
京
大
学
総
合
図
書
館
一
名

一
二
月
七
日

滋
賀
県
永
源
寺
町
立
図
書
館
図
書
館

協
議
会
九
名

一
二
月
一
〇
日

韓
国
・
建
築
関
係
者
一
一
名

一
二
月
一
三
日
〜
一
七
日

日
本
研
究
情
報
専
門
家

研
修
研
修
生
一
七
名

一
二
月
一
四
日

薛
冬
哥
氏

(

中
国
・
吉
林
大
学
図

書
館)

一
二
月
一
五
日

メ
ア
リ
ー
・
Ｅ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏

(

米
国
研
究
図
書
館
協
会
蔵
書
・
利
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
部
長)

、
マ
ッ
ト
・
フ
レ
ガ
ー
氏

(

英
国
図
書

館
セ
ー
ル
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長)

、
ウ
ー

ヴ
ェ
・
ロ
ー
ゼ
マ
ン
氏

(

ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
バ
ー

大
学
図
書
館
技
術
情
報
図
書
館
長)

＊
以
上
、
国
際
セ
ミ
ナ
ー
講
師

一
二
月
一
六
日

趙
英
蘭
氏

(

韓
国
国
会
図
書
館)

一
二
月
一
七
日

張
本
義
・
中
国
大
連
図
書
館
長
一

行
三
名
、
韓
国
・
国
立
国
語
院
二
名

一
二
月
二
〇
日

大
阪
市
立
東
成
図
書
館
四
名

一
二
月
二
一
日

浜
松
市
立
中
央
図
書
館
二
名

＊

＊

＊

平
成
一
六
年
一
〇
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、

学
校
関
係
四
件
五
五
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

五
件
九
六
名
、
そ
の
他
一
五
九
件
一
、〇
四
七
名
の

見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。
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(
国
際
子
ど
も
図
書
館)

平
成
一
六
年
一
〇
月
一
日

原
村
図
書
館
七
名

一
〇
月
四
日

ボ
イ
エ
氏

(

ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

館
長)

一
行
四
名

一
一
月
九
日

プ
ラ
デ
ィ
ー
プ
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
氏

(

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館)

一
行
二
名

一
一
月
一
一
日

第
二
四
回
日
中
業
務
交
流
・
中
国

国
家
図
書
館
代
表
団
五
名

一
一
月
二
五
日

Ｒ.

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
氏

(

国

際
図
書
館
連
盟
事
務
局
長)

一
二
月
四
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人
図
書
館
の
学

校
九
名

一
二
月
九
日

日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修
研
修
生

九
名

一
二
月
一
四
日

鄭
�
澤
氏

(

韓
国
・
安
養
市
立
坪

村
図
書
館
館
長)

一
行
七
名

＊

＊

＊

平
成
一
六
年
一
〇
〜
一
二
月
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

学
校
関
係
四
件
三
三
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

五
件
四
四
名
、
そ
の
他
三
三
件
三
一
四
名
の
見
学
・

参
観
を
行
っ
た
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
四
八
号

Ａ
４

六
八
頁

■
新
年
の
ご
挨
拶

■
公
共
事
業
の
削
減
と
そ
の
影
響

■
社
会
資
本
整
備
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ

■
韓
国
の
政
党
・
政
治
資
金
制
度

■
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
党
の
特
質
と
予
備
選
挙
制

度

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)
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見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
〇

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

ア
ジ
ア
太
平
洋
議
会
図
書
館
長
協
会

(

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｐ)

第
八
回
大
会

一
月
一
八
日
か
ら
二
二
日
ま
で
、
イ
ン
ド
の

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お
い
て
、｢

第
三
千
年
紀
に

お
け
る
議
会
図
書
館
・
調
査
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

次
元
の
変
化｣

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
議
会
図
書
館
長
協
会
第
八
回
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
土
屋
恵
司
調
査
及
び
立

法
考
査
局
専
門
調
査
員
と
渡
邊
幸
秀
調
査
及
び

立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
課
長
補
佐
が
出
席
し

た
。詳

細
は
、
近
く
本
誌
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

NDL news当館の最近の動き

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。



インターネットを通して

広く公開しています｡ こ

の時期に刊行された児童

書は､ わが国の児童文学

を研究する上で､ 貴重な

資料であるにもかかわら

ず､ 戦災で焼失するなど

の理由で散逸してしまっ

たものが数多くあります｡

一方､ 国際子ども図書館

で所蔵していても､ 紙質

が粗悪なため傷みが急速

に進みつつある資料がほとんどです｡ このような状態の悪い資料をそのまま広く

提供するのは､ 保存との両立の観点から問題があります｡ そこで､ 電子化したも

のを公開することにより､ 原資料の保存との両立を図りつつ､ 多くの人に貴重な

資料を見ていただけるようにしました｡ 資料は表紙から奥付・裏表紙に至るまで

すべて電子化しているため､ 本のページをめくるように見ることができます｡

＜絵本ギャラリー＞

児童文学が発展する過程において歴史的に価値のある児童書を素材として､ テー

マごとに構成した仮想の展示会を､ 絵本ギャラリーとしてインターネット上で公

開しています｡ 本文の画像とともに､ 音楽や本文の朗読をあわせて聞くことがで

きるようにするなど､ 目だけではなく､ 耳からも楽しむことができるようにして

いるのが特徴です｡ 現在は ｢絵本は舞台｣ と ｢コドモノクニ｣ という二つを公開

しています｡

｢絵本は舞台｣ 木版による多色印刷は絵本の制作にとって画期的なことでし

たが､ それが可能になった19世紀後半に活躍した英国の絵本作家であるウォルター・

クレイン､ ケイト・グリーナウェイ､ ランドルフ・コルデコットの作品を楽しい

音楽や英語による朗読とともに紹介しています｡

｢コドモノクニ｣ 大正時代に急速に発展した東京などの都市部に住んでいた

子どもたちをおもな対象として､ 1922年に創刊された同名の絵雑誌をもとに構成

したもので､ 創刊から約10年間に掲載された作品から､ 当時の子どもたちの様子

を窺い知ることができる武井武雄や初山茂､ 竹久夢二など12人の作品を音楽とと

もに楽しむことができます｡ 童謡は歌声もあわせて楽しむことができます｡

ここまで国際子ども図書館の電子図書館サービスを簡単にご紹介しましたが､

どのサービスも一度公開して終わりというものではなく､ 今後ともさらに内容を

充実させて参ります｡

また､ これらの電子図書館サービスが国際子ども図書館を訪

れ､ 実際の資料に触れるきっかけとなり､ 皆様にさらに本の世

界に親しんでいただければ幸いです｡

(国際子ども図書館企画協力課企画広報係 櫻
さくら

井
い

武雄
たけ お

)
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国際子ども図書館の電子図書館サービス

国際子ども図書館を利用するというと､ 館内で読書や調べ物をする､ あるいは､

本のミュージアムの展示会を鑑賞することなどがまず思い浮かぶと思います｡ し

かし､ これらは図書館に行かないとできないことであり､ 地理的また時間的に限

られた方々へのサービスになってしまいます｡ そこで､ 国際子ども図書館では､

足を運ばなくても利用できるよう電子図書館サービスを行っています｡ 国際子ど

も図書館ホームページは､ 来館の際に役立つ案内などを広報する場としてだけで

はなく､ 電子図書館サービスへの入口としての役割も兼ね備えています｡

では､ 国際子ども図書館ホームページにアクセスすると､ どのような電子図書

館サービスを利用できるのでしょうか｡ 次に､ 三つのサービスをご紹介します｡

＜児童書総合目録＞

この総合目録は､ 散逸しやすく希少な国内の児童書や関連資料を､ 図書・雑誌

の区別なく一元的に検索可能とすることを目的とした児童書専門のデータベース

です｡ 国立国会図書館､ 国際子ども図書館のほか､ 児童書等を広く所蔵している

大阪府立国際児童文学館､ 神奈川近代文学館､ 三康文化研究所附属三康図書館､

東京都立多摩図書館､ 日本近代文学館､ 梅花女子大学図書館の６機関が所蔵して

いる児童書と関連資料の書誌情報や所蔵情報が検索できます｡

どのような児童書関係の賞を受賞しているかについてや､ 一部の和図書につい

ては ｢あらすじ｣ の情報を併せて提供するなど､ 専門的なデータベースとして付

加情報の充実に努めています｡

＜児童書デジタル・ライブラリー＞

明治から昭和前期にかけて刊行された児童書のうち､ 国際子ども図書館で所蔵

している児童書の中から､ すでに著作権の保護期間が経過した資料を電子化して､
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電子図書館サービスのページ
いつでもどこでもだれでも

第５回

【連載目次】
国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)
一次資料の電子的提供
・近代デジタルライブラリー (524号)
・国会会議録フルテキスト・データベースの公開
など (525号)
・電子展示会 (526号)
・国際子ども図書館の電子図書館サービス (本号)
ウェブ・アーカイブと提供 (次号)
資料に到達するための情報
電子情報の保存と利用保証
電子図書館サービスの目標



だろうと見くらべてみるのもおもしろいかもしれない｡ たとえば 『かもさんおとおり』

では､ 母がもの鳴き声は ｢ぐぅあー！｣､ 子がもたちは ｢ぐあっ！｣｡ なかには

｢げぇー！｣ と鳴いている子がももいる｡ 原書では､ 母がもが ｢Quack!｣､ 子がもは

｢Quak!｣､ ｢げぇー！｣ は ｢Queep!｣ である｡

マーシャ・ブラウンの 『シンデレラ』 Cinderella (1955年受賞) は､ 日本語版

(1969年) と原書とでは絵の向きが左右逆になっている｡ これは原書が左開きなのに

対し日本語版が右開きになっているからである｡ ほかにも色合いや大きさが違うもの

もあり､ 違う訳者でいくつかの日本語版が出版されているものもある｡

比較的最近受賞した作品をいくつかご紹介すると､ 『ジュマンジ』 Jumanji (1982

年受賞) や 『急行 ｢北極号｣』 The polar express (1986年受賞) は映画化されたため､

ご存知の方も多いだろう｡ ちなみに､ これはどちらもクリス・ヴァン・オールスバー

グの作品である｡

『おじいさんの旅』 Grandfather's journey

(1994年受賞) を描いたアレン・セイは､ 日本で

生まれ16才まで日本で育った｡ 日本名は清井康一｡

この作品は米国と日本の２つの国を祖国に持つ祖

父､ 母､ 本人の三世代に渡るお話である｡

コルデコット賞受賞作品は現在70冊近くになる

が､ 日本語訳を読んでいない作品でも､ 第二資料

室で原書を手にとって眺めていただければと思う｡

絵本の場合､ 言葉がわからなくても絵を見ている

だけで楽しめる｡ まだ字の読めない子どもたちは

絵を見ながら自分で話を作って読んだりするが､

絵だけを見て物語を想像してみるのも楽しいかも

しれない｡

(国際子ども図書館資料情報課 江口
え ぐち

磨希
ま き

)

注) コルデコット賞ホームページ (受賞作品リストあり)

http://www.ala.org/ala/alsc/awardsscholarships/literaryawds/caldecottmedal/

caldecottmedal.htm

■ ｢おたのしみ会｣ 開催のお知らせ

４歳以上の子どもを対象とした ｢おたのしみ会｣ を､ 次のとおり行います｡

・日 時：平成17年３月26日(土)､ 27日(日) 各日13：30､ 15：00の２回

各回40分程度

・場 所：国際子ども図書館 １階 おはなしのへや

・内 容：絵本の読み聞かせ､ 人形劇 (おおきなかぶ) など

事前の申込みは不要です｡

国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page

コルデコット賞
受賞作品コーナー
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米国では20世紀前半から児童書に対する関心が高く､ 質の高い絵本が数多く出版さ

れている｡ コルデコット賞 (Randolph Caldecott Medal) は米国における絵本の賞

で､ 1937年の創設以来 (授賞は翌1938年から)､ 絵本の発展に大きく貢献してきた｡

対象作品は前年に米国で出版された絵本で､ 挿絵画家は米国民あるいは米国在住であ

ることが条件である｡ その中からもっとも優れた絵本を描いた挿絵画家に対し､ 米国

図書館協会からこの賞が贈られる｡

賞に名前を冠されているランドルフ・コルデコット (1846～1886) は､ 19世紀後半

のイギリスの挿絵画家・絵本作家である｡ 同時代に同じく英国で活躍したウォルター・

クレイン､ ケイト・グリーナウェイとともに絵本のジャンルを確立した人物と言われ､

『ジョン・ギルピンのゆかいなおはなし』､ 『乳しぼりのお嬢さん』 などを描いた｡ 彼

の作品はユーモアにあふれ､ 100年経った今日でも読まれ続けている｡ また､ 『ピーター・

ラビットのおはなし』 で有名なビアトリクス・ポター

や､ 『かいじゅうたちのいるところ』 Where the

wild things are (1964年受賞) などの作者で現在

も活躍しているモーリス・センダックなどに影響を

与えた｡ ちなみに賞のメダルには､ ワインのボトル

２本を腰にくくりつけたジョン・ギルピンが荒れる

馬にしがみついているところが描かれており､ その

周りではガチョウや犬が騒ぎ立てている｡ このメダ

ルは受賞作品の表紙につけられる｡

国際子ども図書館ではコルデコット賞受賞作品の

原書を第１回 (1938年) からほぼすべて所蔵している｡

これらの原書は､ 国際子ども図書館２階の第二資料室入ってすぐの書架に展示して

あり､ 自由に手にとってご覧いただける｡ 受賞作品のほとんどが日本語に翻訳されて

いるので､ 見覚えのある表紙も多いのではないだろうか｡ 『かもさんおとおり』 Make

way for ducklings (ロバート・マックロスキー文・絵､ 1942年受賞)､ 『ちいさいお

うち』 The little house (バージニア・リー・バートン文・絵､ 1943年受賞)､ 『木は

いいなあ』 Tree is nice (マーク・シーモント絵､ 1957年受賞)､ 『ロバのシルベスター

とまほうのこいし』 Sylvester and the magic pebble (ウィリアム・スタイグ文・絵､

1970年受賞) などは､ 日本でも長い間読み続けられている絵本である｡

日本語版が出版されているものについても､ 国際子ども図書館でその多くを所蔵し

ている｡ 子どもの頃に読んだ日本語の絵本を手に取り､ 原書ではどう書かれているの

国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page

国国際際子子どどもも図図書書館館資資料料紹紹介介 第３回

コルデコット賞受賞作品

コルデコット賞のメダル
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最終回となる今回は､ これまでこのコラムで取り上げた

トピックをもう一度振り返り､ 書誌調整という仕事の全体

像を描いてみることにしよう｡

書誌調整とは要するに､ 目録を作成・提供することによっ

て､ あまねく資料の存在を知らせ､ 利用できるようにする

ことである｡ そこにはさまざまな仕組みがある｡

まず､ 目録の作成｡ その基本的なより所は目録規則であるが､ これは一図書館のた

めだけの規則ではない｡ 図書館目録の流通範囲が世界に広がるに従い､ 目録規則は国

境を越え､ 世界共通の原則の下に標準化されてきた｡

そうした世界標準規則に基づいて､ 私たちは日々､ 資料一件ごとの記録 (目録記入)

を作成する｡ 記入の本体である記述は､ いわば資料の身代わりで､ 書名や著者名､ 版､

出版者・出版年などのほか､ あらかじめ各資料に与えられた固有の番号――ISBNや

ISSNといった､ 資料の背番号というべき標準番号――も記録の対象となる｡

一方､ 作成した記述を利用できるようにするためには､ 検索の手がかり (標目) も

整える必要がある｡ ある特定の資料を探し出すためには､ 書名や著者名が有力な手が

かりになるだろう｡ また､ ある内容・テーマ (主題) についての資料を調べたい､ と

いう主題アクセスへの要求には､ 件名標目や分類標目を付与して応えている｡

標目には統制が必要だ｡ 例えば､ 著者標目では､ 読みや形を統一し､ 同名異人を区

別し､ 複数の筆名を互いに関連づける､ といった措置が不可欠である｡ こうした複雑

な措置を効率的に行うため､ 私たちは典拠ファイルを駆使している｡

さて､ 作成した目録を広く流通させることも､ 書誌調整の大きな仕事である｡ 世界

の国々は､ 自国の出版物についての網羅的な記録を全国書誌として刊行する｡ 国ごと

の出版状況を如実に映し出す全国書誌は文化の鏡とも言うべきで､ 当館も 『日本全国

書誌』 の刊行を通じて国内外の書誌調整に携わっている｡ 他方､ その収載対象ではな

い洋図書についても､ 世界中で利用可能なように標準化された書誌データを作成・提

供することで､ 国際的書誌調整の一翼を担っているとも言える｡

ところで､ ひとくちに目録といっても､ その収載対象となる図書館資料のありよう

はさまざまである｡ 目録の作成も､ 各々の資料の特性に応じた配慮が必要となる｡

例えば､ 雑誌・新聞などの逐次刊行物は､ 図書とは違い､ 改題や出版者の変更､ 合

併・分離など､ さまざまな変化を経ることがある｡ 逐次刊行物は生きているのであり､

こうした変化に合わせて､ 常に書誌データをメンテナンスする必要が生じる｡

さらに､ 音楽ＣＤやビデオテープ､ CD-ROM､ DVDといった非図書資料も図書館

を席捲し､ 書誌調整の新たな標的となっている｡ その向こうからは､ ネットワーク系

電子出版物という手ごわい相手も迫ってきており､ その組織化のためのメタデータ仕

様の共通化と普及は､ すでに書誌調整の主要な関心事となっている｡ 書誌調整は､ 今

まさに､ インターネットという広大な海の中に分け入ったところなのだ｡

こうして図書館資料の概念はますます広がり､ それとともに伝統的な目録づくりの

手法・理論は再考を促されつつある｡ 目録とはいったい何なのか？ 目録であるため

に､ いったい何が必要なのか？ そんな根源的な問いを投げかけながら､ 書誌調整は

今､ 新しい時代を迎えようとしている｡ (書誌部書誌調整課 鈴木
すず き

智之
ともゆき

)
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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